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は
じ
め
に

　

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
五
月
、
大お

お

番ば
ん

組
頭
夏
目
三
郎
大
夫
は

離
縁
し
た
元
妻
と
の
再
縁
（
復
縁
）
願
い
を
藩
に
提
出
し
ま
す
。

二
人
の
間
に
出
来
た
娘
が
成
長
す
る
に
従
い
、「
朝
ち
ょ
う

暮ぼ

母
を
慕
い

毎
々
再
縁
之の

儀
申
し
進
メ
」た
か
ら
と
い
い
ま
す
。
朝
に
晩
に「
お

母
さ
ん
帰
っ
て
き
て
よ
う
」（
と
泣
い
て
い
た
）
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。「
願
ね
が
い

達た
っ
し

留ど
め

」
の
記
載
で
す
。

　

何
と
か
わ
い
そ
う
な
と
思
う
の
は
、
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下

さ
い
。「
嫁よ
め
と
り娶

」
願
い
出
認
否
の
事
例
中
（『
南
紀
徳
川
史
』
一
三

冊
）
に
、「
朝
暮
子
が
母
を
慕
う
」
と
い
う
よ
う
に
す
る
と
許
可

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
書
い
て
い
る
の
で
す
。
ほ
か
に
も
養
子
願

い
や
御お

暇い
と
ま

願
い
、
看
病
願
い
な
ど
の
例
文
が
残
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
下
敷
き
に
し
た
願
い
も
「
願
達
留
」
の
中
に
い
く
つ
か
見
つ

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
願
い
に
書
か
れ
た
内
容
は
作
文
と
は
い

わ
な
い
ま
で
も
、
額
面
通
り
に
は
受
け
取
ら
な
い
方
が
よ
さ
そ
う

な
の
で
す
。

　

今
日
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
縁
組
み
（
結
婚
）
や
養
子
取
り
と

い
う
極
め
て
個
人
的
な
問
題
に
藩
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
か
ら
、
違
和
感
を
持
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
こ
れ

ら
は
武
家
に
と
っ
て
は
、
あ
る
い
は
藩
に
と
っ
て
は
個
人
に
関
す

る
こ
と
だ
と
は
い
え
な
い
の
で
す
。
家
の
相
続
、
す
な
わ
ち
主
君

（
藩
主
）
と
家
臣
と
の
間
の
主
従
関
係
に
ま
つ
わ
る
問
題
だ
か
ら

こ
そ
藩
の
許
可
を
必
要
と
し
た
の
で
す
。
湯と
う

治じ

、
墓
参
の
た
め
の

御
暇
願
い
や
看
病
願
い
は
移
動
を
と
も
な
い
、
役
務
に
影
響
が
及

ぶ
た
め
に
願
い
出
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
武
家
（
家
臣
）
か
ら
頭か
し
らを

通
じ
て
上
が
っ
て
き

た
願
い
を
、
そ
の
認
否
も
含
め
て
御
用
部
屋
で
書
き
写
し
た
も
の

が
「
願
ね
が
い

達た
っ
し

留ど
め

」
で
す
。
本
書
で
取
り
上
げ
た
の
は
、一
部
を
除
き
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
ま
で
の
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一
冊
で
す
（
丙
礻
三
、『
移
管
資
料
目
録
』）。

　

全
体
が
五
五
九
丁
（
今
の
頁
立
て
で
い
え
ば
一
一
一
八
頁
）。

冒
頭
か
ら
「
他よ

そ所
」（
養
子
・
弟
・
孫
・
父
な
ど
家
臣
の
家
族
の
、

修
業
・
仏
参
・
参
詣
な
ど
の
御
暇
願
い
）
二
五
丁
、「
名な

改あ
ら
た
め」

四
八
丁
、「
寺
社
」
四
一
丁
、「
縁
組
」
一
二
九
丁
、「
養
子
」
七
一
丁
、

「
道
中
」（
役
務
の
た
め
の
道
中
で
の
寄
り
道
）
六
一
丁
、「
御
暇
」

（
役
務
の
休
暇
）
三
八
丁
、「
看
病
」
六
丁
、「
病
気
」
二
丁
、「
引

越
」
三
丁
、「
御ご

番ば
ん

・
御
供
」（
役
務
や
、
参
勤
な
ど
の
御
供
に
関

す
る
願
い
）
一
〇
丁
、「
屋
敷
」
六
二
丁
、「
雑
」（「
当
年
五
十
歳

ニ
罷
ま
か
り

成な
り

候
そ
う
ろ
う
に

付つ
き

地
廻
り
乗
物
御
免
願
」
が
多
く
、
ほ
か
に
出
家

願
、
手
討
ち
届
、
町
人
の
興
行
願
い
な
ど
）
六
三
丁
に
な
り
ま
す
。

一
番
多
い
「
縁
組
」
が
全
体
の
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、次
の
「
養
子
」

が
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。

　

た
だ
、
御
用
部
屋
で
書
き
留
め
た
の
で
す
か
ら
、
提
出
さ
れ
た

願
い
の
文
面
を
忠
実
に
写
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文

末
は
、
願
い
に
書
か
れ
て
い
た
は
ず
の
「
奉
ね
が
い
た
て
ま
つ
り
願
候
、
以
上
」

で
終
わ
る
よ
り
は
、「
度た
き

願ね
が
い」「

旨
願
」
の
よ
う
に
御
用
部
屋
で
の

記
載
様
式
に
変
わ
っ
て
い
る
の
が
そ
の
一
例
で
す
。
ま
た
編
纂
は

提
出
さ
れ
た
年
の
順
、
月
の
順
な
の
で
す
が
、
若
干
の
前
後
が
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

収
録
し
た
願
い
は
、
二
〇
一
一
年
の
和
歌
山
県
立
文
書
館
古
文

書
講
座
で
取
り
上
げ
た
も
の
を
基
本
に
、い
く
つ
か
を
入
れ
替
え
、

そ
の
解
説
は
全
面
改
稿
し
ま
し
た
。
読
後
、
一
つ
の
疑
問
も
起
こ

ら
な
い
よ
う
徹
底
解
釈
に
努
め
ま
し
た
。
武
家
文
書
で
す
か
ら
、

く
ず
し
字
は
一
部
を
除
い
て
読
み
や
す
い
も
の
で
す
。
く
ず
し
字

学
習
を
志
す
方
々
の
み
な
ら
ず
、
近
世
史
料
を
解
釈
し
よ
う
と
す

る
す
べ
て
の
方
々
が
本
書
を
ご
活
用
下
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
遊
佐
教
寛
）
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１　

朝
暮
母
を
慕
う

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　
　
　

山
本
十
郎
右
衛
門
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
新
五
左
衛
門

上
野
新
五
左
衛
門
妻
者　
　
　
　
　

一
類
共

岡
部
三
左
衛
門
娘
ニ
而
、
養
父
金
右
衛
門
従
弟
ニ
付

養
女
ニ
先
達
而
奉
願
相
済
、
以
下
小
普
請

田
中
武
之
助
弟
新
五
左
衛
門
を
聟
養
子
被

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
②
然
処
右
養
女
儀

　

前
の
二
例
が
「
縁
組
」、
後
ろ
の
二
例
が
「
養
子
」
に
関
す
る

願
い
で
す
。

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
十
郎
右
衛
門
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
新
五
左
衛
門

上
野
新
五
左
衛
門
妻
は　
　
　
　
　
　
　
　

一
類
共ど

も

岡
部
三
左
衛
門
娘
に
て
、
養
父
金
右
衛
門
従
弟
に
付
き

養
女
に
先
達
て
願
い
奉
り
相
済
ま
せ
、
以
下
小
普
請

田
中
武
之
助
弟
新
五
左
衛
門
を
聟む

こ

養
子

仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら

れ
二

仰お
お（
せ
）

 

付つ
（
け
）

一
）

【
養
女
離
縁
】

　

子
供
の
い
な
い
家
臣
が
親
類
の
女
性
を
養
女
に
も
ら
い
、
そ
の

養
女
に
婿
養
子
を
と
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
養
女
が
病
気
の

た
め
に
離
縁
し
て
、
婿
養
子
が
家
に
残
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
養
子
・
養
女
と
い
っ
て
も
付
き
合
い
の
少
な
い

家
同
士
で
の
遣
り
取
り
は
起
き
に
く
く
、
熟
知
し
た
家
、
大
方
親

類
筋
と
の
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
お
じ

0

0

・
お
ば

0

0

や
い
と

0

0

こ0

の
間
で
複
雑
な
縁
戚
関
係
が
出
来
上
り
ま
す
。
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①

②
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④

③
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病
気
ニ
罷
在
色
々
養
生
為
仕
候
得
共
急
々

快
気
も
難
仕
、
往
々
家
事
取
締
等
難

出
来
候
様
子
ニ
相
見
申
候
、
③
養
女
ニ
仕
聟

養
子
被
仰
付
候
上
離
縁
之
儀
甚
奉
恐
入
、

容
易
ニ
難
奉
願
儀
ニ
御
座
候
得
共
、
件
之
通
往
々

家
事
取
締
等
難
出
来
候
処
其
儘
差
置

候
段
私
共
何
共
歎
敷
御
座
候
間
、
④
何
卒

御
慈
悲
を
以
右
養
女
此
節
離
縁
之
儀

相
済
候
様
仕
度
奉
願
候
、
尤
三
左
衛
門
江
も

熟
談
仕
候
儀
ニ
御
座
候
、
已
上

　
　
　
　
　

一
ト
通
り
及
取
計
候
積
ニ
而

　
　

四
月

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
届
済
ス　

六
月
廿
五
日

〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
十
郎
右
衛
門
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
新
五
左
衛
門

　
　
　

有
り
難
き
仕し

合あ
わ

せ
に
存
じ
奉
り
候
、
②
然
る
処
右
養
女
儀

病
気
に
罷ま

か

り
在
り

　
　
　
　
　

色
々
養
生
仕
ら
せ
（
為せ
レ

仕
つ
か
ま
つ（
ら
）

）
候そ

う
らえ

ど
も
急
々

快
気
も
仕
り
難
く
、
往
々
家
事
取
り
締
り
等

出
来
難
き
候
様
子
に
相
見
え
申
し
候
、
③
養
女
に
仕
り
聟

養
子
仰
せ
付
け
ら
れ
候
上
離
縁
之の

儀
甚
だ
恐
れ
入
り
奉
た
て
ま
つり
、

容
易
に
願
い
奉
り
難
き
（
難が

た（
き
）

レ  

奉た
て
ま
つ（
り
）

レ　

 

願ね
が（
い
））儀
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
座
候
え
ど
も
、
件

く
だ
ん

之の

通
り
往
々

家
事
取
り
締
り
等
出
来
難
く
候
処
其そ

の

儘ま
ま

差
し
置
き

候
段
私
共
何
と
も

　
　
　
　
　

歎
か
わ
し
く
（
歎

な
げ（
か
わ
）敷し（
く
））

御
座
候
間あ

い
だ、

④
何な

に
と
ぞ卒

御
慈
悲
を
以
て
右
養
女
此こ

の

節
離
縁
之
儀

相
済
せ
候
様
仕
り
度
く
願
い
奉
り
候
、
尤も

っ
とも
三
左
衛
門
へ
も

熟
談
仕
り
候
儀
に
御
座
候
、
已い

上
じ
ょ
う

　
　
　
　
　

一
通
り
取
り
計
ら
い
に
及
び
候
積
り
に
て

　
　

四
月

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
き
届
け
済
す　

六
月
廿
五
日
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上
野
新
五
左
衛
門
妻
（
と
な
っ
て
い
る
女
性
）
は　
　
　
　
　
　
　

親
類
一
同

岡
部
三
左
衛
門
娘
で
養
父
（
養
子
縁
組
し
て
養
父
と
な
っ
た
）
金
右
衛
門
の
従
弟
な
の
で
、

（
藩
に
宛
て
て
）
養
女
に
先
達
て
お
願
い
申
し
実
現
し
（
許
し
を
得
）
ま
し
た
。
つ
い
で
以
下
小
普
請

田
中
武
之
助
弟
新
五
左
衛
門
を
聟
養
子
に

御
命
じ
に
な
り
（
願
い
出
を
お
許
し
下
さ
り
）
有
り
難
き
仕
合
せ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
②
と
こ
ろ
が
右
の
養
女
で
す
が

病
気
で
し
て
、
色
々
保
養
さ
せ
る
の
で
す
が
急
な

快
復
も
難
し
く
、
し
ば
し
ば
家
事
取
締
等
も

出
来
か
ね
る
様
子
に
思
え
ま
す
。
③
養
女
と
い
た
し
そ
の
聟

養
子
を
御
命
じ
に
な
っ
た
（
お
許
し
下
さ
っ
た
）
上
に
離
縁
を
願
い
出
る
な
ど
、
甚
だ
恐
れ
入
り

容
易
に
は
お
願
い
し
に
く
い
こ
と
で
す
。
け
れ
ど
も
、
以
上
の
通
り
た
び
た
び

家
事
取
締
等
出
来
か
ね
る
点
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
い
う
の
も
私
共
と
し
て
は
何
と
も
歎
か
わ
し
い
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。
④
何
卒

御
慈
悲
を
以
て
右
養
女
、
こ
の
節
の
離
縁
を

実
現
し
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
も
っ
と
も
（
養
女
の
実
父
）
三
左
衛
門
と
も

話
し
合
い
納
得
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
新
五
左
衛
門
一
類
共
が
）
順
を
追
っ
て
う
ま
く
事
を
処
理
す
る
つ
も
り
で
い
る
の
で
、

　
　

四
月

　
　
　
　
　
　
　
　

承
認
済
み　

六
月
二
十
五
日
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
山
本
十
郎
右
衛
門
組
上
野
新
五
左
衛
門 

上
野
新
五
左
衛
門
は

こ
の
時
大
番
で
あ
ろ
う
。山
本
十
郎
右
衛
門
は
大お

お

番ば
ん

頭が
し
らか
。「
…
組
」

は
番
方
役
儀
の
者
が
そ
の
番
頭
の
配
下
に
組
織
さ
れ
て
い
る
こ

と
。「
衛
」は
点
。こ
こ
に
文
字
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
意
味
。「
左
」

は
横
画
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
位
置
に
は
、「
御
用
人
出
ス
」

「
司
農
（
勘
定
奉
行
）
出
ス
」「
奥
掛
り
出
ス
」（
番
方
は
硬
性
組

織
で
、
願
い
は
当
然
番
頭
経
由
に
な
る
た
め
、「
大
番
頭
出
ス
」

で
は
な
く
「
…
組
」
の
表
現
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
）
等
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
願
い
人
を
掌
握
す
る
こ
れ
ら
の
役
儀
の
者
が
願
い
を
取

り
扱
い
、
加
判
之
列
（
年
寄
）、
具
体
的
に
は
御
用
部
屋
に
提
出

し
た
。
そ
こ
で
は
先
例
を
調
べ
て
可
否
が
決
定
さ
れ
た
。
文
久
四

年
（
一
八
六
四
）
八
月
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
次
長
州
征
討
の
た

め
に
京
都
伏
見
に
出
陣
し
た
竹
内
三
郎
右
衛
門
が
妻
の
看
病
の
た

め
に
暇
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、「
御
目
見
以
上
ニ
而
本
文
体
妻
看

病
之
御
暇
願
例
無
之
付
、
本
文
者
不
用
御
儀
」
と
あ
る
。
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
松
坂
町
与
力
出
役
下
津
九
左
衛
門
は
、
勢
州
へ

の
引
越
を
御
用
人
を
経
由
し
て
願
い
出
た
が
、「
本
文
九
左
衛
門
、

身
分
者
御
勘
定
所
下
代
ニ
付
、
御
用
人
ニ
而
可
承
届
筋
之
処
相
紛

近
達
（
藩
主
の
近0

辺
に
達0

し
た
、
つ
ま
り
御
用
部
屋
に
届
い
て
し

ま
っ
た
の
意
か
）
ニ
相
成
候
付
、
右
願
不
用
ニ
相
成
候
様
致
度
旨

御
用
人
申
出
候
事
」
と
さ
れ
た
。
御
目
見
以
下
に
入
る
松
坂
町
与

力
出で

役や
く

（
臨
時
に
就
い
て
い
る
役
儀
）
と
思
い
間
違
っ
て
御
用
部

屋
に
提
出
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
実
際
に
は
伊
賀
以
下
に
入
る
勘
定

所
下げ

代だ
い

な
の
だ
か
ら
、
こ
の
願
い
は
御
用
人
が
判
断
す
べ
き
筋
な

の
で
、
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に
し
た
い
と
い
う
。
御
目
見
以
下
に

満
た
な
い
者
の
願
い
は
御
用
部
屋
に
送
ら
ず
、
御
用
人
・
勘
定
奉

行
な
ど
、
そ
の
人
物
を
支
配
す
る
役
儀
の
者
が
直
接
判
断
を
下
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
一
類
共 

そ
の
人
物
に
責
任
を
有
す
る
親
類

一
同
。
藩
に
提
出
し
た
「
系
譜
」「
親
類
書
」
の
内
、「
親
類
書
」

記
載
の
類
縁
が
お
そ
ら
く
そ
れ
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
祖

父
母
・
父
母
・
伯
父
伯
母
（
叔
父
叔
母
）・
兄
弟
姉
妹
・
従
兄
弟

（
従
姉
妹
）・
子
、
お
よ
び
そ
の
実
方
で
の
同
様
の
類
縁
を
も
含
ん

だ
範
囲
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
養
父
金
右
衛
門
は
新
五
左
衛
門
を

七
月
二
十
日
に
養
子
に
迎
え
た
翌
月
、
八
月
六
日
に
没
し
て
い
る

（
日
付
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
死
去
を
伏
せ
て
養

子
を
決
め
た
上
で
死
去
を
届
け
出
た
の
か
も
知
れ
な
い
）。
金
右
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安
政
二
年
上
野
正
之
助
「
親
類
書
」（
資
料
番
号
一
五
八
五
）

一
祖
父　

上
野
弥
兵
衛
死

一
祖
母　

岡
部
三
左
衛
門
姉
死

一
父　
　

上
野
金
右
衛
門
死

衛
門
か
ら
の
願
い
出
は
で
き
な
い
上
に
、
上
野
新
五
左
衛
門
は
上

野
家
に
迎
え
ら
れ
た
養
子
に
当
た
る
た
め
養
家
の
娘
（
養
女
）
を

離
縁
す
る
と
い
う
申
し
出
は
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
一
類
共
か
ら

の
願
い
に
な
っ
た
。上
野
新
五
左
衛
門
妻 

安
政
二
年（
一
八
五
五
）

上
野
正
之
助
（
新
五
左
衛
門
）「
親
類
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
上

野
正
之
助
は
妻
が
岡
部
三
左
衛
門
娘
、養
父
上
野
金
右
衛
門
母（
正

之
助
祖
母
）
が
岡
部
三
左
衛
門
姉
。
つ
ま
り
金
右
衛
門
養
女
に
な

っ
た
正
之
助
妻
は
金
右
衛
門
の
従
妹
。
近
世
武
家
社
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
閉
じ
ら
れ
た
一
定
の
姻
戚
関
係
の
中
で
縁
組
や
養
子
・

養
女
取
り
が
通
常
行
わ
れ
る
た
め
、
複
雑
な
繋
が
り
が
で
き
あ
が

る
。
横
画
に
右
払
い
が
「
者
」。
漢
字
で
書
い
て
あ
る
が
平
仮
名
。

娘
ニ
而 

短
い
縦
角
に
丸
と
点
が
「
而
」。
こ
れ
も
平
仮
名
。
奉
願

「
奉
」
は
謙
譲
語
。
田
中
武
之
助
「
田
」
は
外
画
だ
け
が
書
か
れ

て
い
る
。
新
五
左
衛
門
を
聟
養
子
被
仰
付
「
親
類
書
」
で
は
新
五

左
衛
門
実
方
は
、
祖
父
が
田
中
六
郎
、
母
が
田
中
六
郎
娘
。
安
政

二
年
上
野
正
之
助
（
新
五
左
衛
門
）「
系
譜
」
で
は
正
之
助
養
祖

父
弥
兵
衛
は
田
中
六
郎
長
男
。
つ
ま
り
養
祖
父
上
野
弥
兵
衛
と
実

父
田
中
仁
兵
衛
は
兄
弟
。
正
之
助
は
養
父
金
右
衛
門
の
従
弟
。
上

野
正
之
助
と
そ
の
妻
は
、
養
父
上
野
金
右
衛
門
の
父
方
従
弟
と
母

方
従
妹
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
系
図
参
照
。
な
お
、
紀
州
藩
に
対

し
て
家
臣
が
提
出
し
た
「
系
譜
」「
親
類
書
」
と
そ
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
松
島
由
佳
編
『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』

上
・
下
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
親
類
筋
を
通
じ
て
の
婚
姻
、
養
子
・

養
女
の
遣
り
取
り
は
数
多
く
行
わ
れ
た
。「
被
仰
付
」
は
（
藩
が
）

御
命
じ
に
な
る
。「
被
」
は
敬
語
。
奉
存
候
「
候
」
は
点
。
こ
れ

も
字
が
あ
る
と
い
う
だ
け
の
意
味
。
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一
伯
父　

上
野
友
次
郎

　
　
　
　
　

私
手
前
ニ
罷
在
候

一
妻　
　

岡
部
三
左
衛
門
娘

　
　
　

実
方

一
祖
父　

田
中
六
郎
死

　
　
　

大
殿
様
方
坊
主
組
頭

一
祖
母　

松
田
要
春
死 
妹
死

一
父　
　

田
中
仁
兵
衛
死

一
母　
　

家
女

一
伯
母　

桑
山
吉
兵
衛
妻

一
兄　
　

田
中
武
之
助

　
　
　
　
（
尾
略
）

安
政
二
年
上
野
正
之
助
「
系
譜
」（
資
料
番
号
一
五
八
四
）
の
内
「
九
代
目
金
右
衛
門
」

　
　
　
　
（
首
略
）

一
安
政
二
乙
卯
年
七
月
廿
日
養
子
之
儀

　

新
御
番
頭
内
存
願
之
通
父
（
弥
兵
衛
）
実
方
従
弟

　

以
下
小
普
請
田
中
武
之
助
弟
正
之
助
を

　

養
女
江
聟
養
子
被
仰
付
候

　
　
　
　
（
尾
略
）
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系
図
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

②
罷
在 

あ
る
時
点
で
病
気
に
な
り
、
同
じ
状
態
が
未
だ
に
続
い

て
い
る
。「
罷
」は
謙
譲
語
。
為
仕 

い
た
さ
せ
る
。「
為
」は
使
役
。

「
仕
」
は
す
る
の
丁
寧
語
。
候
得
共
「
候

そ
う
ろ
う」
の
語
尾
変
化
「
候
そ
う
ら
え」

に
漢
字
の
当
て
字
を
使
っ
た
も
の
。
往
々 

し
ば
し
ば
。
家
事
取

締 

家
事
・
家
政
と
同
義
。家
事
を
強
調
し
た
も
の
か
。炊
事
・
掃
除
・

洗
濯
・
裁
縫
ば
か
り
で
な
く
、
家
計
管
理
や
奉
公
人
の
監
督
な
ど

の
役
務
も
含
む
。

③
差
置 

そ
の
ま
ま
に
す
る
。「
差
」
は
接
頭
語
。
特
に
意
味
は
な

い
。
歎
敷
「
敷
」
は
当
て
字
。

④
仕
度
「
度
」
は
「
ま
だ
れ
」
が
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。

熟
談 

納
得
の
い
く
ま
で
話
し
合
う
こ
と
。
御
座
候 

カ
ナ
の
小
さ

な
「
ワ
」
が
「
御
」。
四
月 

万
延
元
年
。
一
ト
通
り
及
取
計
候
積

ニ
而
（
新
五
左
衛
門
一
類
共
が
養
女
の
実
父
三
左
衛
門
と
も
熟
談

を
し
、
三
左
衛
門
も
養
女
を
実
家
に
「
差
戻
」
す
こ
と
に
納
得
し

願
い
出
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
）
順
を
追
っ
て
事
を
処
理
す
る
つ

も
り
で
い
る
の
で
。「
一
ト
通
り
」
は
、
順
を
追
っ
た
内
容
。「
取

計
」
は
、
う
ま
く
運
ぶ
よ
う
に
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

　

田
中
仁
兵
衛　

田
中
武
之
助

　
　
　

家
女　
　
　
　

正
之
助
（
上
野
金
右
衛
門
聟
養
子
）

　

（
田
中
六
郎
長
男
）　　
　
　
　

上
野
正
之
助
（
新
五
左
衛
門
・
田
中
武
之
助
弟
）

　

上
野
弥
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

上
野
金
右
衛
門　
　
　

妻
（
岡
部
三
左
衛
門
娘
）

　
　
　

妻

　

岡
部
三
左
衛
門　
　

娘
（
上
野
金
右
衛
門
養
女
）
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〔
釈
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

　

再
縁　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叔
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

　

再
縁　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目
三
郎
大
夫
江

右
縁
組
願

　
　
　
　
　

右
十
左
衛
門
願
、
御
目
付
内
談
之
節
風
聞

　
　

五
月　

書
相
添
差
出
候
付
、
表
向
願
出
候
様
申
聞
候
処
双
方
より

　
　
　
　
　

願
出
候
付
、

　
　
　
　
　
　
　
　

右
風
聞
書
と
も
六
月
晦
日
出
ニ
江
戸
江
遣
ス

　
　

続
之
品
無
之
旨

②
一
右
縁
組
之
儀
、
右
者
先
年
奉
願
、
三
郎
大
夫

　

妻
ニ
呼
取
男
子
出
生
仕
御
座
候
処
、
無

　

拠
品
有
之
離
縁
仕
候
処
、
③
出
生
之
女
子

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出い

だ
す

　

再
縁　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叔お

ば母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
だ
す

　

再
縁　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目
三
郎
大
夫
へ

右
縁
組
願
い

　
　
　
　
　

右
十
左
衛
門
願
い
、
御
目
付
内
談
之の

節
風
聞

　
　

五
月　

書
き
相
添
え
差
し
出
し
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　

表
向
願
い
出
で
候
様
申
し
聞
け
候
処
双
方
よ
り

　
　
　
　
　

願
い
出
で
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　

右
風
聞
書
き
と
も
六
月
晦
日
出
で
に
江
戸
へ
遣
す

　
　

続
き
之の

品し
な

之こ
れ

無
き
旨

②
一
右
縁
組
之
儀
、
右
は
先
年
願
い
奉
り
、
三
郎
大
夫

　

妻
に
呼
び
取
り
男
子
出
生
仕
り
御
座
候
処
、

【
復
縁
】

　

通
常
の
「
再
縁
」
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
、
あ
る
い
は
双
方
が
離

縁
の
経
験
の
あ
る
者
の
縁
組
み
を
い
い
ま
す
。
こ
こ
で
取
り
上
げ

た
「
再
縁
」
は
そ
れ
と
は
違
っ
て
、
以
前
夫
婦
で
あ
っ
た
者
同
士

の
復
縁
な
の
で
す
。
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①
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②

③

④
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成
長
ニ
随
ひ
朝
暮
母
を
慕
ひ
毎
々

　

再
縁
之
儀
申
進
メ
候
得
共
、
一
旦
離
縁
仕
候

　

儀
ニ
付
奉
願
候
儀
恐
入
是
迄
打
捨
置

　

候
得
共
、
④
達
而
再
縁
之
儀
相
歎
朝
暮

　

母
を
慕
ひ
候
段
心
底
難
黙
止
、
此
度

　

和
熟
之
上
再
縁
奉
願
候
と
の
別
紙
も
出
ル

〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

　

再
縁　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叔
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

　

再
縁　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目
三
郎
大
夫
へ
（
佐
藤
十
左
衛
門
叔
母
が
嫁
す
）

右
の
縁
組
願
い

　
　
　
　
　

右
十
左
衛
門
の
願
い
は
（
十
左
衛
門
が
）
御
目
付
に
内
談
し
た
際
に
説
明

　
　

五
月　

書
き
を
添
え
て
差
し
出
し
た
の
で
、（
そ
う
い
う
事
情
な
ら
ば
）
正
式
に
願
い
出
る
様
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
付
が
）
申
し
聞
か
せ
た
処
（
十
左
衛
門
・
三
郎
太
夫
の
）
双
方
よ
り

　
　
　
　
　

願
い
出
た
。
右
の
説
明
書
と
と
も
に
六
月
晦
日
差
し
出
し
で
江
戸
に
送
っ
た
。

　
　
（
ふ
た
り
に
）
血
縁
関
係
は
な
い
。

　

拠
よ
ん
ど
こ
ろ

無
き
品
之こ

れ

有
り
離
縁
仕
り
候
処
、
③
出
生
之の

女
子

　

成
長
に
随
い
朝
暮
母
を
慕
い
毎
々

　

再
縁
之
儀
申
し
進
め
候そ

う
らえ

ど
も
、
一
旦
離
縁
仕
り
候

　

儀
に
付
き
願
い
奉
り
候
儀
恐
れ
入
り
是こ

れ
ま
で迄
打
ち
捨
て
置
き

　

候
え
ど
も
、
④
達
て
再
縁
之
儀
相
歎
じ
朝
暮

　

母
を
慕
い
候
段
心
底
黙
止
し
難
く
（
難

が
た（
く
）二　

黙も
く

止し
（
し
）

一
）、
此こ
の
た
び度

　

和
熟
之
上
再
縁
願
い
奉
り
候
と
の
別
紙
も
出
ず
る
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①
佐
藤
十
左
衛
門
叔
母 

当
代
当
主
か
ら
の
続

つ
づ
き

柄が
ら

で
し
か
表
現
で

き
な
い
。
こ
の
時
こ
の
「
叔
母
」
に
と
っ
て
の
父
・
兄
は
す
で
に

亡
く
、
当
主
で
あ
る
甥
か
ら
み
た
続
柄
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
十
月
佐
藤
貞
次
郎
「
親
類
書
」
で
は
、

「
十
左
衛
門
」で
は
な
く「
父　

宇
右
衛
門
」と
な
っ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
に
し
た
が
え
ば「
佐
藤
宇
右
衛
門
叔
母
」に
な
る
。「（
四
代
目
）

十
左
衛
門
」
は
、
こ
の
「
願
達
留
」
と
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

三
月
夏
目
藤
四
郎
「
親
類
書
」
に
出
て
く
る
。
佐
藤
家
の
史
料
に

は
な
い
。
再
縁 

通
常
の
再
縁
は
離
縁
経
験
の
あ
る
者
同
士
が
別

の
相
手
と
縁
組
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
同
じ
「
再
縁
」
と
表
現
し

て
い
る
も
の
の
、
か
つ
て
離
縁
し
た
当
事
者
同
士
で
、
復
縁
に
当

た
る
。
夏
目
三
郎
大
夫
江 

佐
藤
十
左
衛
門
叔
母
を
夏
目
三
郎
大

夫
へ
縁
組
さ
せ
る
の
意
。
三
郎
大
夫
は
こ
の
時
大
番
組
頭
。
五
月 

万
延
元
年
。
十
左
衛
門
願
…
双
方
より
願
出
候
「
十
左
衛
門
願
」
と

い
う
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
三
郎
大
夫
の
内
諾
は
得
て
い
た
に
し
て

も
、
十
左
衛
門
あ
る
い
は
「
十
左
衛
門
叔
母
」
の
側
が
主
導
し
た

②
一
右
の
縁
組
に
付
い
て
で
す
が
、
こ
れ
は
先
年
（
藩
に
）
お
願
い
申
し
上
げ
、（
十
左
衛
門
叔
母
を
）
三
郎
大
夫

　

妻
に
迎
え
（
そ
の
後
）
男
子
（
女
子
の
間
違
い
）
を
出
生
い
た
し
ま
し
た
が
、

　

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
て
離
縁
い
た
し
ま
し
た
。
③
と
こ
ろ
が
、
そ
の
女
の
子
が

　

大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
一
日
中
母
を
慕
い
、
常
々

　

再
縁
を
言
い
立
て
る
の
で
す
。
一
旦
（
藩
に
願
い
出
て
）
離
縁
い
た
し
た

　

わ
け
で
す
か
ら
（
再
縁
を
ま
た
藩
に
）
願
い
出
る
と
い
う
の
は
恐
れ
多
い
こ
と
で
こ
れ
ま
で
放
っ
て
置
き

　

ま
し
た
。
④
ど
う
し
て
も
再
縁
を
と
嘆
き
悲
し
み
、
朝
暮

　

母
を
慕
う
の
を
放
っ
て
お
く
こ
と
は
本
当
に
出
来
ず
、
こ
の
度

　

和
解
を
し
て
再
縁
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
と
の
別
紙
（
風
聞
書
き
）
も
出
て
い
る
。

〔
語
意
・
語
法
〕
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願
い
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。「
御
目
付
内
談
」
に
も
十
左
衛
門

が
出
向
き
、
目
付
が
「
表
向
願
出
」
を
申
し
付
け
た
の
で
「
双
方

より
願
出
」
と
い
う
表
現
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
。
内
談 

正
式
に

願
い
出
る
前
の
打
診
。
離
縁
の
際
に
は
藩
の
承
認
を
得
て
い
る
た

め
、
復
縁
と
な
る
と
一
旦
出
た
そ
の
藩
の
承
認
を
覆
す
こ
と
に
な

る
。
別
な
相
手
と
の
再
縁
の
よ
う
な
形
式
的
な
手
続
き
で
済
む
案

件
と
は
違
う
の
で
、
願
い
出
る
前
に
目
付
と
内
々
に
相
談
し
て
み

た
。
風
聞
書 

世
間
の
う
わ
さ
話
を
書
き
留
め
た
も
の
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
復
縁
を
決
意
す
る
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を
説
明

し
た
書
。「
続
之
品
無
之
旨
」
に
続
く
一
文
も
「
風
聞
書
」
か
ら

引
用
し
た
内
容
で
あ
ろ
う
。
相
添
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。

差
出
「
差
」
は
頭
の
「
羊
」
の
部
分
を
簡
略
に
書
い
て
い
る
。
表

向
願
出
「
内
談
」
に
対
す
る
表
現
。
正
式
に
御
用
部
屋
に
願
い
出

る
。
申
聞 

内
談
の
際
に
十
左
衛
門
は
事
情
を
説
明
し
た
「
風
聞

書
」
も
添
え
て
願
い
の
書
面
を
差
し
出
し
て
き
た
の
で
、
そ
れ
な

ら
ば
正
式
に
願
い
出
ろ
と
目
付
が
指
示
を
与
え
た
。
晦
日
「
み
そ

か
」。
月
の
最
後
の
日
。
大
の
月
な
ら
ば
三
十
日
。
小
の
月
な
ら

ば
二
十
九
日
。
江
戸
江
遣
ス 

通
常
の
願
い
で
あ
れ
ば
、
御
用
部

屋
で
過
去
の
事
例
を
調
べ
、前
例
が
あ
れ
ば
問
題
な
く
承
認
す
る
。

し
か
し
こ
の
「
再
縁
」
は
、
御
用
部
屋
で
事
務
的
に
判
断
で
き
る

内
容
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
時
参
勤
交
代
で
江
戸
赤
坂
屋
敷
に
い

る
藩
主
の
元
（
あ
る
い
は
赤
坂
屋
敷
に
移
っ
て
い
る
藩
中
枢
）
へ

送
っ
た
。
続
之
品
（
ふ
た
り
の
間
の
）
血
筋
の
続
き
。

②
奉
願
「
奉
」
は
謙
譲
語
。
藩
に
対
す
る
謙
譲
語
で
、
佐
藤
家

に
嫁
取
り
を
願
い
出
た
わ
け
で
は
な
い
。
呼
取 

呼
ん
で
迎
え
る
。

呼
び
寄
せ
る
。

③
朝
暮
母
を
慕
ひ
「
朝
暮
」
は
朝
に
晩
に
、
い
つ
で
も
。
文
面
だ

け
を
見
る
と
こ
の
女
子
が
母
を
慕
っ
て
お
母
さ
ん
に
戻
っ
て
ほ

し
い
と
言
い
つ
の
っ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
た
だ
、
天
保
九

年
（
一
八
三
八
）
付
「
嫁よ

め
と
り娶

」
願
い
出
認
否
の
事
例
中
に
、「
離

縁
之
方
へ
再
縁
願
出
候
処
右
は
不
相
済
旨
答
あ
り
尤
子
出
生
無
之

故
か
、
但
子
有
之
候
は
ゝ
願
振
に
寄
朝
暮
子
か
母
を
慕
ふ
と
申
様

之
願
面
に
可
相
済
儀
も
有
之
」、
復
縁
の
場
合
、
子
供
が
あ
れ
ば

願
い
の
持
っ
て
行
き
方
に
よ
っ
て
、「
朝
暮
子
が
母
を
慕
う
」
と

い
う
よ
う
な
文
面
だ
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
書
く
（『
南

紀
徳
川
史
』
一
三
冊
、
六
三
八
頁
）。
そ
う
す
る
と
、
何
の
こ
と

は
な
い
、
こ
の
願
い
に
あ
る
「
成
長
ニ
随
ひ
朝
暮
母
を
慕
ひ
毎
々

再
縁
之
儀
申
進
メ
」「
達
而
再
縁
之
儀
相
歎
朝
暮
母
を
慕
ひ
候
段
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【
十
左
衛
門
叔
母
関
係
書
き
上
げ 

一
】

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
二
月
佐
藤
源
六
郎
（
三
代
目
十
左
衛
門
）「
親
類
書
」（
資
料
番
号
六
三
八
二
）

　
　
　
　
（
首
略
）

一
惣
領　

佐
藤
門
助

　
　
　
　
（
四
人
略
）

一
妹　
　

岩
橋
八
三
郎
妻

　
　
　
　
（
三
人
略
）

心
底
難
黙
止
」
も
、
雛
形
で
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
「
朝
暮
…

母
を
慕
」
の
一
文
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
だ
。
二
回
も
繰
り
返
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
事
例
を
意
識
し
た
作
文
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
。
た
し
か
に
、
離
縁
直
後
で
、
子
供
も
幼
い
頃
な

ら
ば
と
も
か
く
、「
成
長
ニ
随
ひ
」、
大
き
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
何
を
今
さ
ら
、
子
供
が
急
に
、
し
か
も
き
わ
め
て
積
極
的
に

復
縁
を
求
め
る
と
い
う
話
も
辻
褄
が
合
わ
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

む
し
ろ
復
縁
を
求
め
た
の
は
親
自
身
、
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
中
で

も
と
り
わ
け
十
左
衛
門
叔
母
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
毎
々 

い
つ
も
い
つ
も
。
常
々
。

④
達
而 

強
い
て
。
無
理
に
で
も
。
心
底 

心
か
ら
。
本
当
に
。
黙

止 

口
を
つ
ぐ
ん
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
。
和
熟 

仲
良
く

す
る
こ
と
。
別
紙 

風
聞
書
の
こ
と
。

（
四
人
略
）

（
三
人
略
）

　
「
佐
藤
十
左
衛
門
叔
母
」
を
「
系
譜
」
や
「
親
類
書
」
で
探
し

て
い
く
と
、
縁
組
み
や
離
縁
を
繰
り
返
し
て
い
る
女
性
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。
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（
甥
）　

八
三
郎
惣
領

一
同　
　

岩
橋
左
馬

　
　
　
　
（
二
人
略
）

（
姪
）

一
同　
　

岩
橋
八
三
郎
娘
壱
人

　
　
　
　
（
尾
略
）

〔
語
意
・
語
法
〕

妹 

岩
橋
八
三
郎
妻 

佐
藤
家
は
十
左
衛
門
を
名
乗
る
こ
と
が
多

く
、
こ
の
「
親
類
書
」
を
書
き
上
げ
た
佐
藤
源
六
郎
は
後
の
（
三

代
目
）
十
左
衛
門
、
そ
の
「
惣
領　

門
助
」
が
後
の
（
四
代
目
）

十
左
衛
門
（
宇
右
衛
門
と
も
）。
こ
こ
に
あ
る
、
父
源
六
郎
（
三

代
目
十
左
衛
門
）「
妹
」
は
、「
惣
領　

門
助
」（
後
の
「（
四
代

目
）
十
左
衛
門
」）
か
ら
見
れ
ば
「
叔
母
」、
つ
ま
り
「
佐
藤
十
左

衛
門
（
四
代
目
）
叔
母
」
な
の
で
あ
る
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

五
月
に
「
復
縁
願
い
」
を
出
し
た
「
佐
藤
十
左
衛
門
（
四
代
目
）

叔
母
」
は
、
そ
れ
よ
り
二
三
年
前
の
天
保
八
年
、
役
儀
は
不
明
だ

が
岩
橋
八
三
郎
の
元
に
嫁
し
て
い
て
、「
八
三
郎
惣
領
岩
橋
左
馬
」

「
岩
橋
八
三
郎
娘
壱
人
」
の
一
男
一
女
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
後
い
ず
れ
の
時
期
に
か
離
縁
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
夏
目

三
郎
大
夫
は
、
二
十
九
歳
で
奥
詰
を
勤
め
て
い
た
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
の
「
親
類
書
」（
資
料
番
号
一
〇
四
四
八
）
や
、
大

番
だ
っ
た
一
九
年
前
の
文
化
六
年
の
も
の
に
も
、妻
や
子
の
記
載
、

離
縁
し
て
い
れ
ば
書
か
れ
る
よ
う
な
記
述
は
み
あ
た
ら
な
い
。
三

郎
大
夫
は
長
い
間
独
り
身
だ
っ
た
ら
し
い
。

（
二
人
略
）



－ 20 －

【
十
左
衛
門
叔
母
関
係
書
き
上
げ 

二
】

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
月
夏
目
熊
之
丞
「
親
類
書
」（
資
料
番
号
一
〇
四
四
九
）

　
　
　
　
（
首
略
）

一
父　

夏
目
三
郎
大
夫

一
妻　

夏
目
三
郎
大
夫
娘

　
　
　
　
（
尾
略
）

〔
語
意
・
語
法
〕

妻 

夏
目
三
郎
大
夫
娘
「
夏
目
三
郎
大
夫
娘
」
は
「
復
縁
願
い
」

で
母
の
復
縁
を
求
め
た
と
さ
れ
る
女
の
子
。「
妻
」
だ
か
ら
「
親

類
書
」
を
書
い
た
無む

足そ
く
ば
ん番
夏
目
熊
之
丞
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
無

足
番
は
家
を
相
続
し
て
い
な
い
者
の
付
い
た
役
。「
妻
（
父
）
夏

目
三
郎
大
夫
娘
」
な
の
だ
か
ら
熊
之
丞
は
婿
養
子
。
婿
養
子
に
迎

え
た
た
め
に
「
親
類
書
」
を
提
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
熊
之

丞
十
歳
。
達
筆
の
「
親
類
書
」
は
、さ
す
が
に
熊
之
丞
で
は
な
く
、

三
郎
大
夫
の
筆
に
な
る
。
女
の
子
は
七
、八
歳
な
の
か
、
三
、四
歳

な
の
か
。
こ
こ
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、「
佐
藤
十
左
衛
門
叔
母
」
は

「
岩
橋
八
三
郎
妻
」
と
あ
っ
た
「
親
類
書
」
の
、
遅
く
も
数
年
後
、

天
保
末
年
（
一
八
四
〇
年
代
前
半
）
ま
で
に
は
八
三
郎
と
離
縁
し

て
い
る
。
弘
化
初
年
（
一
八
四
〇
年
代
半
ば
）
ま
で
に
は
夏
目
三

郎
大
夫
と
縁
組
。
三
郎
大
夫
は
五
十
歳
を
目
前
に
し
て
い
た
こ
ろ

だ
っ
た
ろ
う
。
復
縁
を
求
め
た
女
の
子
は
第
三
子
の
た
め
、
嘉
永

初
年
（
一
八
四
〇
年
代
末
）
ま
で
に
は
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

「
父
」
の
次
に
書
か
れ
る
は
ず
の
「
母 

佐
藤
十
左
衛
門
叔
母
」
が

欠
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
す
で
に
「
叔
母
」
は
夏
目
三
郎

大
夫
と
も
離
縁
し
て
い
る
。「
叔
母
」
は
、「
岩
橋
八
三
郎
妻
」
で

あ
っ
た
天
保
八
年
か
ら
こ
の
熊
之
丞
の
「
親
類
書
」
が
作
ら
れ
た

嘉
永
五
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
、
岩
橋
八
三
郎
と
離
縁
し
、
夏
目

三
郎
大
夫
と
復
縁
し
、
復
縁
を
求
め
た
女
の
子
を
も
う
け
、
そ
の

後
三
郎
大
夫
と
も
離
縁
す
る
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い
経
験
を
し
た

こ
と
に
な
る
。
三
郎
大
夫
と
夫
婦
で
い
た
の
も
数
年
間
で
し
か
な
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【
十
左
衛
門
叔
母
関
係
書
き
上
げ 

三
】

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
佐
藤
源
六
郎
（
四
代
目
十
左
衛
門
）「
親
類
書
」（
資
料
番
号
六
三
八
四
）

　
　
　
　
（
首
略
）

一
叔
母　

佐
藤
十
左
衛
門
死 
妹

　
　
　
　
　
　
　

私
手
前
ニ
罷
在
候

　
　
　
　
（
五
人
略
）

（
従
弟
）

一
同　

大
右
衛
門
惣
領

　
　
　
　

岩
橋
庄
三
郎

　
　
　
　
（
六
人
略
）

一
同　
　

夏
目
三
郎
大
夫
娘

　
　
　
　
（
尾
略
）

〔
語
意
・
語
法
〕

こ
と
に
な
る
。
三
郎
大
夫
と
夫
婦
で
い
た
の
も
数
年
間
で
し
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

佐
藤
十
左
衛
門
死 

す
で
に
没
し
て
い
る
人
物
の
記
載
の
仕
方
。

私
手
前
ニ
罷
在
候
「
親
類
書
」
を
提
出
し
た
源
六
郎
（
四
代
目
十

左
衛
門
）
の
厄や

っ
か
い介
と
な
っ
て
い
る
（
実
家
に
身
を
寄
せ
て
い
る
）。

こ
の
場
合
に
は
、
夏
目
三
郎
大
夫
と
離
縁
し
た
た
め
実
家
に
戻
っ

て
い
る
状
態
。
こ
の
三
年
後
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
「
復

縁
願
い
」
が
提
出
さ
れ
る
。
従
弟 

夏
目
三
郎
大
夫
娘 

叔
母
が
離

（
五
人
略
）

（
六
人
略
）
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【
十
左
衛
門
叔
母
関
係
書
き
上
げ 

四
】

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
夏
目
藤
四
郎
（
熊
之
丞
）「
親
類
書
」（
資
料
番
号
一
〇
四
八
〇
）

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
（
首
略
）

一
父　

夏
目
三
郎
大
夫
死

一
母　

佐
藤
十
左
衛
門
叔
母

　
　

右
者
継
母
ニ
候
得
共
、
父
存
生
之
内

　
　

養
母
ニ
相
立
申
候

一
妻　

夏
目
三
郎
大
夫
娘

　
　
　
　
（
尾
略
）

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　

右
は
継
母
に
候
え
ど
も
、
父
存
生
之の

内

　
　

養
母
に
相
立
て
申
し
候

縁
し
た
の
だ
か
ら
「
従
弟
」
で
は
な
く
な
り
そ
う
な
も
の
な
の
だ

が
、
血
の
繋
が
り
を
優
先
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
前
夫
と
の
子
岩

橋
庄
三
郎
も
同
様
。
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〔
文
意
例
〕

　
　

右
の
者
は
（
そ
れ
ま
で
は
）
継
母
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
父
が
存
命
の
う
ち
に

　
　
（
復
縁
し
て
）
養
母
に
な
り
ま
し
た
。

〔
語
意
・
語
法
〕

【
惣
領
除
け
】

父 

夏
目
三
郎
大
夫
死 
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
の
「
復
縁
願
い
」

か
ら
四
年
後
、
文
久
四
年
（
元
治
元
年
・
一
八
六
四
）
に
養
父
三

郎
大
夫
は
六
十
五
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
養
子
藤
四
郎（
熊
之
丞
）

が
夏
目
家
を
相
続
し
「
系
譜
」
と
共
に
「
親
類
書
」
を
藩
に
提
出

し
た
。
母 

佐
藤
十
左
衛
門
叔
母 

三
郎
大
夫
と
の
復
縁
を
許
さ
れ

た
養
母
は
存ぞ

ん
め
い命

。
継
母
ニ
候
得
共
（
そ
れ
ま
で
は
）「
継
母
」
だ

っ
た
け
れ
ど
も
。「
継
母
」は
血
の
つ
な
が
ら
な
い
母
。「
親
類
書
」

で
は
、
多
く
は
父
の
後
妻
に
対
し
て
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
養
父

の
離
縁
し
た
妻
の
こ
と
。
存
生
「
ぞ
ん
じ
ょ
う
」「
ぞ
ん
し
ょ
う
」

「
そ
ん
じ
ょ
う
」。
養
母
（
今
は
亡
き
養
父
が
）「
存
生
之
内
」
に

復
縁
し
た
た
め
、藤
四
郎
に
と
っ
て「
佐
藤
十
左
衛
門
叔
母
」は「
継

母
」
か
ら
「
養
母
」
に
な
っ
た
。「
立
て
」（
る
）
は
、
あ
る
立
場

に
身
を
置
か
せ
る
。

　
「
惣
領
除
（
け
）」
と
は
、
い
っ
た
ん
「
惣
領
」（
藩
に
届
け
た

跡
継
ぎ
の
こ
と
で
、
必
ず
し
も
長
男
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
と
し
た

も
の
の
、
事
情
に
よ
っ
て
そ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
で
す
。
こ
の

願
い
は
「
総
領
除
願
文
例 

自
分
願
」（『
南
紀
徳
川
史
』
一
三
冊
、

六
二
一
頁
）
を
な
ぞ
っ
て
い
ま
す
。
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〔
釈
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　

御
目
付
出
ス

養
子
同
苗　
　
　
　
　

貴
志
直
八
郎

桂
三
郎
儀
、
久
々
病
気
罷
在
、
色
々

養
生
為
仕
候
得
共
兔
角
爾
々
不
仕
、

急
々
全
快
難
仕
旨
医
師
も
申
候
、

②
右
体
ニ
而
者
往
々
御
奉
公
難
相
勤

御
座
候
付
惣
領
除
申
度
、
尤
当
人
も

右
之
存
念
ニ
罷
在
候
付
、
旁
右
之
通
仕

其
儘
私
手
前
ニ
差
置
申
度
奉
願
候
、

以
上

　
　
　
　
　

御
目
見
相
済
無
之
付

　
　

二
月

　
　
　
　
　
　
　

聞
届
済
ス
、
三
月
十
日

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　

御
目
付
出い

だ

す

養
子
同
苗み
ょ
う
　
　
　
　
　
　

 

貴
志
直
八
郎

桂
三
郎
儀
、
久
々
病
気
罷
り
在
り
、
色
々

養
生
仕
ら
せ
（
為せ
レ
仕
つ
か
ま
つ（
ら
）
）　

候そ
う
らえ
ど
も
兔と

角か
く

爾し
か
し
か々

仕
ら
ず
、

急
々
全
快
仕
り
難
き
旨
医
師
も
申
し
候
、

②
右
体て

い

に
て
は
往
々
御
奉
公
相
勤
め
難
く

御
座
候
に
付
き
惣
領
除
け
申
し
度
く
、
尤

も
っ
と
も

当
人
も

右
之の

存
念
ニ
罷
り
在
り
候
に
付
き
、
旁

か
た
が
た右

之の

通
り
仕
り

其
儘
私
手
前
に
差
し
置
き
申
し
度
く
願
い
奉
り
候
、

以
上

　
　
　
　
　

御お

め目
見み
え

相
済
み
之こ
れ

無
き
に
付
き

　
　

二
月

　
　
　
　
　
　
　

聞
き
届
け
済
す
、
三
月
十
日

①
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②
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〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
目
付
が
提
出

養
子
の
同
苗
（
貴
志
）　
　
　
　
　
　
　

貴
志
直
八
郎

桂
三
郎
の
こ
と
で
す
が
、
長
い
間
病
気
で
し
て
、
色
々

養
生
さ
せ
は
す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
結
局
快
方
に
は
向
か
わ
な
い
の
で
す
。

早
期
に
全
快
す
る
の
は
難
し
い
と
医
師
も
申
し
ま
す
。

②
こ
の
様
な
状
態
で
は
往
々
に
し
て
藩
へ
の
勤
め
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
惣
領
除
け
を
致
し
た
い
の
で
す
。
も
っ
と
も
当
人
も

同
じ
考
え
で
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
右
の
様
に
致
し
、

そ
の
儘
私
の
家
に
差
し
置
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

以
上

　
　
　
　
　

御お

め目
見み
え

済
み
で
は
な
い
の
で

　
　

二
月

　
　
　
　
　
　
　

承
認
済
み
、
三
月
十
日

〔
語
意
・
語
法
〕

①
貴
志
直
八
郎 

役
儀
不
明
。
養
子
同
苗
… 

前
掲
「
総
領
除
願
文

例 

自
分
願
」
は
以
下
の
通
り
。「
一
私
養
子
同
苗
誰
儀
、
久
々
病

気
に
罷
在
、
色
々
薬
用
為
仕
候
へ
共
兔
角
爾
々
不
仕
、
急
に
全
快

も
難
仕
旨
医
師
申
聞
、
右
体
に
て
は
往
々
御
奉
公
難
相
勤
御
座
候

に
付
惣
領
除
申
度
、
尤
当
人
も
右
之
存
念
に
罷
在
候
に
付
、
旁
右

之
通
仕
其
儘
手
前
に
差
置
申
度
奉
願
候
、
已
上
」。
罷
在
「
罷
」

は
謙
譲
語
。
養
生
為
仕
「
為
」
は
使
役
。
養
父
貴
志
直
八
郎
が
養

子
桂
三
郎
に
養
生
さ
せ
る
。兔
角 

い
ず
れ
に
せ
よ
。と
も
か
く
も
。
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【
末
期
養
子
】

〔
釈
文
〕

①
私
組
乾
千
次
郎
儀
、　　
　

村
田
次
郎
九
郎

当
年
二
十
五
歳
ニ
罷
成
候
処
先
達
而
より

病
気
ニ
罷
在
、
色
々
養
生
仕
候
得
共
次
第
ニ

〔
読
み
下
し
文
〕

①
私
組
乾
千
次
郎
儀
、　　
　

村
田
次
郎
九
郎

当
年
二
十
五
歳
に
罷
り
成
り
候
処
先
達
て
よ
り

病
気
に
罷
り
在
り
、
色
々
養
生
仕
り
候そ

う
らえ

ど
も
次
第
に

爾
々
（
確し

か
し
か々

）
物
事
が
望
ま
し
い
方
向
に
ど
ん
ど
ん
進
む
さ
ま
。

②
右
体
「
体
」
は
、
物
事
の
有
様
。
様
子
。
往
々 

時
々
物
事
が

起
こ
る
さ
ま
。
し
ば
し
ば
。
御
奉
公 

藩
に
対
す
る
家
臣
の
勤
め
。

惣
領
除 

そ
の
家
を
相
続
す
べ
き
惣
領
と
し
て
一
旦
届
け
出
た
も

の
の
、こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
。
御
目
見
以
上
の
家
臣
の
場
合「
惣

領
」
と
称
す
る
。
存
念 
思
い
。
考
え
。
旁 

い
ず
れ
に
し
て
も
。

手
前 

自
分
の
目
の
前
。
自
分
の
領
域
。
差
置
申
「
申
」
は
補
助

動
詞
。
上
の
動
詞
、こ
こ
で
は
「
置
」
を
て
い
ね
い
に
表
現
す
る
。

二
月 

安
政
四
年
。
御
目
見
相
済
無
之
「
御
目
見
」
は
藩
主
に
お

目
に
か
か
る
こ
と
。「
相
済
無
之
」
は
、
惣
領
と
し
て
は
藩
の
許

し
を
得
て
い
る
も
の
の
、
御
目
見
が
済
ん
で
い
な
い
の
だ
か
ら
藩

主
と
の
正
式
な
関
係
を
結
ん
で
い
な
い
。
藩
の
手
続
き
だ
け
の
こ

と
な
の
で
問
題
な
く
「
聞
届
済
ス
」
と
な
っ
た
。

　

子
供
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
家
を
絶
や
す
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
死
を
予
期
し
て
か
ら
あ
わ
て
て
養
子
願
い
を
出
す
か
（
自
分

願
）、
願
い
を
出
す
体
力
も
残
っ
て
い
な
い
と
き
に
は
頭か

し
ら（
上
役
）

が
そ
れ
を
代
行
し
ま
す
。
本
人
は
死
去
し
て
い
る
の
に
そ
れ
を
伏

せ
、
頭
が
当
人
の
願
い
だ
と
偽
っ
て
養
子
願
い
を
提
出
し
、
そ
れ

が
許
さ
れ
た
後
に
死
去
の
届
け
を
出
す
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
藩

も
そ
れ
は
了
解
済
み
。
家
の
存
続
の
た
め
に
皆
で
芝
居
を
す
る
の

で
す
。
こ
の
願
い
は
、「
養
子
頭
願
」・「
末ま

つ

期ご

聟
養
子
自
分
願
」

文
例
（『
南
紀
徳
川
史
』
一
三
冊
、六
一
三
～
一
四
頁
、六
一
六
頁
）

を
ほ
ぼ
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
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①

②
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③



－ 30 －

差
重
り
、
此
節
至
極
及
大
切
本
復
之
程

難
計
旨
医
師
申
候
、
②
然
処
同
人
儀
実
子
幷

御
定
続
之
者
も
無
御
座
、
九
鬼
四
郎
兵
衛
厄
介

女
者
千
次
郎
妹
ニ
御
座
候
間
、
若
相
果
候
ハ
ヽ

右
妹
を
養
女
ニ
御
立
被
成
下
、
如
何
体
之
者
ニ
而
も

聟
名
跡
被

仰
付
被
下
候
様
仕
度
存
念
ニ
罷
在
候
得
共
、

右
之
仕
合
ニ
付
自
分
ニ
者
得
不
奉
願
候
、
③
同
人
儀

先
祖
已
来
久
々
御
奉
公
相
勤
候
者
之
儀
ニ

御
座
候
間
、
若
相
果
候
ハ
ヽ
何
卒
御
慈
悲
を
以

右
妹
を
養
女
ニ
御
立
如
何
体
之
者
ニ
而
も
聟
名
跡

被
仰
付
被
下
候
様
私
内
存
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　

八
月

　

右
厄
介
女
者
九
鬼
四
郎
兵
衛
叔
父
同
苗
源
次
郎
娘
ニ
而
、

　

千
次
郎
妹
ニ
御
座
候
と
の
別
紙
も
出
ル

差
し
重
な
り
、
此
節
至
極
大
切
に
及
び
本
復
之の

程

計
り
難
き
旨
医
師
申
し
候
、
②
然し

か

る
処
同
人
儀
実
子
幷な
ら
びに

御
定
め
続
き
之の

者
も
御
座
無
く
、
九
鬼
四
郎
兵
衛
厄
介

女
は
千
次
郎
妹
に
御
座
候
間
、
若も

し

相
果
て
候
は
ば

右
妹
を
養
女
に
御
立
て
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成な（
し
）

 

下く
だ（
さ
）

一
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如い

か何
体て
い

之の

者
に
て
も

聟
名
跡

仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら

れ
二
仰お

お（
せ
）

　

付つ
（
け
）

一
）
下
さ
れ
（
被れ
レ
下

く
だ（
さ
））

候
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仕
り
度
き
存
念
に
罷
り
在
り
候
え
ど
も
、

右
之の

仕し

合あ
わ

せ
に
付
き
自
分
に
は

　
　
　
　

 

得え

願
い
奉
ら
ず
（
不ず
レ
奉

た
て
ま
つ（
ら
）

レ　　
願ね

が（
い
））候

、
③
同
人
儀

先
祖
已
来
久
々
御
奉
公
相
勤
め
候
者
之の

儀
に

御
座
候
間
、
若
相
果
て
候
は
ば
何な

に
と
ぞ卒
御お

じ

ひ
慈
悲
を
以
て

右
妹
を
養
女
に
御
立
て
如
何
体
之
者
に
て
も
聟
名
跡

仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
れ
候
様
私
内
存
奉
願
い
奉
り
候
、
以
上

　
　
　
　

八
月

　

右
厄
介
女
は
九
鬼
四
郎
兵
衛
叔
父
同
苗み

ょ
う

源
次
郎
娘
に
て
、

　

千
次
郎
妹
に
御
座
候
と
の
別
紙
も
出い

ず

る
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〔
文
意
例
〕

①
私
の
配
下
に
あ
る
乾
千
次
郎
は
、　　
　
　
　

村
田
次
郎
九
郎

当
年
二
十
五
歳
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
先
達
て
よ
り

病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
色
々
治
療
は
し
て
い
る
の
で
す
が
段
々

重
く
な
り
、
こ
の
と
こ
ろ
非
常
に
悪
い
状
態
で
快
復
の
見
込
み
も

な
い
と
医
師
は
申
し
て
い
ま
す
。
②
と
こ
ろ
が
、
同
人
は
実
子
も
、

弟
や
甥
、
従
弟
な
ど
も
い
ま
せ
ん
。
九
鬼
四
郎
兵
衛
が
養
っ
て
い
る

女
子
は
千
次
郎
の
妹
で
す
。（
千
次
郎
は
）「
も
し
（
自
分
が
）
死
去
し
た
な
ら
ば

右
の
妹
を
養
女
に
（
藩
が
）
お
立
て
下
さ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
者
に
で
も

（
そ
の
養
女
の
）
聟
と
し
て
名
字
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を

（
藩
が
）
御
命
じ
下
さ
る
よ
う
に
致
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

右
の
（
相
続
人
が
な
い
と
い
う
）
い
き
さ
つ
な
の
で
、
千
次
郎
が
自
分
か
ら
願
い
出
る
わ
け
に
は
と
て
も
い
き
ま
せ
ん
。
③
千
次
郎
は

先
祖
以
来
長
々
と
藩
へ
の
御
勤
め
を
致
し
た
者
で
す
。

も
し
没
し
た
な
ら
ば
ど
う
か
お
慈
悲
を
も
っ
て

右
妹
を
養
女
ニ
お
立
て
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
者
に
で
も
聟
名
跡
を

御
命
じ
下
さ
い
ま
す
様
に
、
私
の
内
存
で
お
願
い
申
し
ま
す
。

　
　
　
　

八
月

　

右
の
厄
介
女
は
、
九
鬼
四
郎
兵
衛
叔
父
の
同
苗
（
九
鬼
）
源
次
郎
の
娘
で
、

　

千
次
郎
の
妹
で
す
と
の
別
紙
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
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①
村
田
次
郎
九
郎 

大お
お

番ば
ん

頭が
し
ら。

私
組
乾
千
次
郎
儀
… 

前
掲
「
養

子
頭
願
」
文
例
は
以
下
の
通
り
。「
何
の
誰
組
何
の
誰
儀
当
年

四
十
九
歳
に
罷
成
候
処
、
実
子
幷
御
定
続
之
者
も
無
御
座
候
付
養

子
儀
奉
願
度
存
念
に
罷
在
候
へ
共
、
右
之
仕
合
に
付
自
分
に
は
得

不
奉
願
候
、
然
共
誰
儀
曾
祖
父
以
来
久
々
御
奉
公
相
勤
、
同
人
儀

も
兼
々
出
精
相
勤
候
者
之
儀
に
御
座
候
間
、
如
何
体
之
者
に
て
も

養
子
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
旨
小
十
人
小
普
請
幷
小
普
請
組
頭
共

願
出
申
候
、
前
段
之
通
誰
儀
、
曾
祖
父
以
来
久
々
御
奉
公
相
勤
同

人
儀
も
兼
々
出
精
相
勤
候
者
之
儀
に
御
座
候
間
、
何
卒
御
慈
悲
を

以
如
何
様
之
者
に
て
も
養
子
被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
私
共
内
存
奉

願
候
、
已
上
」。
こ
う
し
た
場
合
、
当
人
の
由
緒
を
養
子
願
い
の

理
由
に
し
て
い
る
た
め
当
人
か
ら
願
い
出
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、

頭
願
い
の
形
を
取
る
の
だ
ろ
う
。
前
掲
「
末
期
聟
養
子
自
分
願
」

文
例
は
以
下
の
通
り
。「
私
儀
病
気
に
罷
在
候
処
段
々
差
重
、
此

節
至
極
及
大
切
本
復
之
程
難
計
旨
医
師
申
候
、
夫
に
付
私
儀
当
年

二
十
八
歳
に
罷
成
候
処
、
男
子
無
御
座
女
子
御
座
候
付
、
若
相
果

候
は
ゝ
何
卒
御
慈
悲
を
以
て
右
娘
へ
如
何
体
之
者
に
て
も
聟
養
子

被
仰
付
被
下
候
様
仕
度
奉
願
候
、已
上
」。私
組
乾
千
次
郎
「
私
組
」

は
大お

お

番ば
ん

頭が
し
ら

村
田
次
郎
九
郎
配
下
。
乾
千
次
郎
は
大
番
。
先
達
而

より
「
より
」
は
「
よ
」
と
「
り
」
の
合
字
。
病
気
ニ
罷
在 

病
気
に
か

か
り
そ
の
状
態
が
な
お
続
い
て
い
る
。「
罷
成
」
な
ら
ば
病
気
に

な
っ
た
と
い
う
だ
け
。そ
の
後
ど
う
な
の
か
は
表
現
し
て
い
な
い
。

「
罷
」
は
謙
譲
語
。
候
得
共
「
得え

」
は
「
候

そ
う
ろ
う」

の
語
尾
変
化
「
候

そ
う
ら

得え

」
の
仮
名
表
現
。
差
重
り
「
差
」
は
意
味
を
強
め
、
語
調
を
整

え
る
語
。「
重
り
」
は
こ
こ
で
は
症
状
が
重
く
な
る
。
及
大
切 

危

険
や
災
難
な
ど
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
。

②
定
続 

同
姓
の
弟
・
甥
、
従
弟
（『
南
紀
徳
川
史
』
一
三
冊
、

五
九
八
頁
）。
九
鬼
四
郎
兵
衛
厄
介
女
者
千
次
郎
妹
「
厄
介
」
は
、

主
人
が
養
う
傍
系
の
者
。
お
じ
・
お
ば
、
兄
弟
・
従
弟
な
ど
。
こ

こ
で
は
妹
だ
け
が
九
鬼
四
郎
兵
衛
の
厄
介
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

の
で
は
な
い
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
乾
茂
八
郎
「
系
譜
」

（
資
料
番
号
一
一
七
九
）
に
よ
れ
ば
、
乾
千
次
郎
は
、「（
先
代
乾
）

芳
輔
孟
徳
養
子
、
実
九
鬼
四
郎
兵
衛
厄
介
之
叔
父
同
苗
源
次
郎
広

居
実
子
、
乾
千
次
郎
孟
徳
」
と
あ
る
。
先
代
の
九
鬼
四
郎
兵
衛
が

弟
の
九
鬼
源
次
郎
一
家
を
養
い
、
代
替
わ
り
し
て
惣
領
四
郎
兵
衛

が
当
主
に
な
っ
て
も
同
様
に
、叔
父
源
次
郎
一
家
を
支
え
続
け
た
。

〔
語
意
・
語
法
〕
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千
次
郎
も
、
父
源
次
郎
も
、
妹
も
、
九
鬼
四
郎
兵
衛
の
「
厄
介
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
若
相
果
候
ハ
ヽ
…
得
不
奉
願
候 

前
段
は

末
期
養
子
願
い
の
雛
形
、「
若
相
果
候
ハ
ヽ
（
右
妹
を
養
女
ニ
御

立
被
成
下
）、
如
何
体
之
者
ニ
而
も
（
聟
名
跡
）
被
仰
付
被
下
候

様
仕
度
」
の
引
用
、
後
段
は
「
養
子
頭
願
」（
養
子
に
つ
い
て
役

儀
の
頭
か
ら
願
い
出
る
）
雛
形
、「
存
念
ニ
罷
在
候
得
共
、
右
之

仕
合
ニ
付
自
分
ニ
者
得
不
奉
願
候
」
の
適
用
。
両
方
の
雛
形
を
つ

な
げ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
一
つ
目
に
、
後
段
の
、
自
分
か
ら
は
す

べ
き
で
な
い
の
で
頭
に
頼
む
と
い
う
意
味
が
、
前
段
に
引
っ
張
ら

れ
て
、
病
気
の
た
め
に
自
分
に
は
で
き
ま
せ
ん
の
意
に
な
っ
て
い

る
。
二
つ
目
に
、
前
段
は
「
私
儀
」
で
始
ま
る
「
自
分
願
」
の
主

語
私
。
後
段
は
頭
が
組
の
者
に
つ
い
て
書
く
文
章
の
中
で
配
下
の

者
を
主
語
に
し
た
間
接
表
現
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
前
段
に
引
っ
張

ら
れ
、
し
か
も
後
段
が
病
状
と
理
解
で
き
て
し
ま
う
の
で
、
後
段

の
主
語
も
私
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
願
全
体
は
頭
か
ら
の
も

の
な
の
に
、
こ
の
一
文
だ
け
急
に
私
が
語
り
始
め
て
い
る
。
村
田

次
郎
九
郎
が
提
出
す
る
「
内
存
」
の
一
部
に
、
千
次
郎
の
直
接
話

法
が
入
り
込
む
の
で
あ
れ
ば
、「
得
不
奉
願
候
」
の
あ
と
に
、
例

え
ば
「
…
由
、
千
次
郎
申
居
候
」
を
入
れ
れ
ば
理
解
し
や
す
い
文

に
な
る
の
だ
が
。
村
田
次
郎
九
郎
に
と
っ
て
は
雛
形
通
り
に
作
っ

た
文
章
で
納
得
し
て
い
て
、
意
味
の
通
る
文
に
し
よ
う
な
ど
と
い

う
意
図
は
さ
ら
さ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
御
立
被
成
下
「
被
」
は
敬

語
。
養
女
願
い
を
提
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
許
可
す
る
の
は

藩
だ
か
ら
、
藩
の
行
為
に
な
り
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
名
跡 

名
字
の
跡
目
。
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
。
被
仰
付
被
下
「
被
」
は

ど
ち
ら
も
敬
語
。受
身
で
は
な
い
。御
命
じ
下
さ
る
。仕
合 「
仕
合
」

は
、
い
き
さ
つ
。
事
の
次
第
。
こ
の
願
文
で
は
「
仕
合
」
は
、「
此

節
至
極
大
切
ニ
及
」
と
い
う
病
状
を
示
す
よ
う
に
読
め
る
が
、
雛

形
で
は
、「
実
子
幷
御
定
続
之
者
も
無
御
座
候
」
の
部
分
の
こ
と
。

得
不
奉
願
「
得
」
は
と
て
も
…
で
き
な
い
。

③
如
何
体
「
如
」
は
小
さ
く
て
分
か
り
に
く
い
。「
何
」
は
「
に

ん
べ
ん
」
と
横
画
、縦
画
が
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
内
存
「
内

存
」
は
、
内
々
で
思
う
こ
と
。
そ
の
人
物
の
意
向
。「
私
内
存
奉

願
候
」
は
雛
形
の
定
型
文
。
八
月 

安
政
四
年
。
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２　

龍
神
へ
入
湯

【
道
中
】

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司
農
出
ス

此
度
家
内
召
連　
　
　
　
　

夏
目
源
二
郎

勢
州
松
坂
江
引
越
候
処
、
兼
而
志
願
之
儀

御
座
候
付
京
都
北
野
天
満
宮
江
参
詣
仕
、

上
街
道
八
日
振
ニ
而
罷
越
度
旨
願

　
　

正
月
、
聞
届
済
ス
、
廿
九
日

〔
文
意
例
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
定
奉
行
が
提
出

こ
の
度
家
族
を
従
え
て　
　
　
　
　
　
　

夏
目
源
二
郎

勢
州
松
坂
へ
引
越
す
折
り
に
、
か
ね
て
か
ら
の
願
い
事
が

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司し

農の
う

出
だ
す

此こ
の

度た
び

家
内
召
し
連
れ　
　
　
　

夏
目
源
二
郎

勢
州
松
坂
へ
引
越
し
候
処
、
兼
て
志
願
之の

儀

御
座
候
に
付
き
京
都
北
野
天
満
宮
へ
参
詣
仕つ

か
ま
つり

、

上
街
道
八
日
振ぶ

り

に
て
罷
り
越
し
度
き
旨
願
い

　
　

正
月　

聞
き
届
け
済
す
、
廿

に
じ
ゅ
う

九
日

　

役
務
で
の
旅
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
途
上
寺
社
に
参
詣
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
願
い
は
「
立
寄
参
詣
願

文
例
」（『
南
紀
徳
川
史
』
一
三
冊
、
五
七
八
頁
）
を
な
ぞ
っ
て
い

ま
す
。
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あ
り
ま
す
の
で
、
京
都
北
野
天
満
宮
へ
参
詣
致
し
、

上
街
道
を
八
日
の
日
数
（
日
程
）
で
参
り
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　

正
月　

承
認
済
み
、
二
十
九
日
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〔
語
意
・
語
法
〕

【
御
暇
一
】

司
農
出
ス 
「
司
農
」
は
勘
定
奉
行
。
源
二
郎
が
勘
定
奉
行
に
願
い

を
提
出
し
、
そ
れ
を
受
け
た
勘
定
奉
行
が
御
用
部
屋
に
差
し
出
し

た
。
源
二
郎
が
ど
う
い
う
役
儀
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
。
此
度
家

内
召
連
…
「
立
寄
参
詣
願
文
例
」
は
以
下
の
通
り
。「
私
儀
此
度

江
戸
表
へ
立
帰
り
御
供
に
罷
越
候
処
、
兼
て
心
願
之
儀
御
座
候
に

付
木
曽
路
通
り
罷
越
上
州
妙
義
山
へ
立
寄
参
詣
仕
、
道
中
十
七
日

振
に
て
罷
越
申
度
奉
願
候
、
尤
道
中
人
足
何
人
継
立
申
度
と
の

趣
」。
此
度
家
内
召
連
勢
州
松
坂
江
引
越 
こ
の
時
夏
目
源
二
郎
は
、

松
坂
で
の
役
儀
に
役
替
え
に
な
っ
た
た
め
引
っ
越
す
必
要
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
京
都
北
野
天
満
宮
「
立
寄
参
詣
願
文
例
」（
前

掲
『
南
紀
徳
川
史
』）
に
は
、
立
ち
寄
り
の
寺
社
と
し
て
「
京
都

北
野
天
神
」
や
「
相
州
江
之
島
弁
才
天
・
鎌
倉
八
幡
」「
伊
勢
参
宮
」

「
信
州
善
光
寺
」
等
を
例
と
し
て
挙
げ
て
あ
る
。
庶
民
の
伊
勢
参

り
も
同
様
だ
が
、
実
際
に
は
物
見
遊
山
だ
っ
た
と
し
て
も
参
詣
が

理
由
で
あ
れ
ば
反
対
し
に
く
い
た
め
、
願
い
に
は
多
用
さ
れ
た
。

参
詣
仕
「
仕
」
は
「
す
る
」
の
謙
譲
語
。
上
街
道
「
上か

み

街
道
」
で

上
方
街
道
の
こ
と
か
。
和
歌
山
か
ら
松
坂
に
移
動
す
る
の
に
、
京

都
を
経
由
し
て
行
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
八
日
振ぶ

り「
振
」
は
、

こ
こ
で
は
そ
れ
だ
け
の
時
間
（
日
数
）
を
要
す
る
こ
と
、
予
定
を

示
し
て
い
る
。
罷
越
「
罷
」
は
謙
譲
語
。「
越
」
は
行
く
。
来
る
。

正
月 

安
政
四
年
。
聞
届
済
ス
「
聞
届
」
は
許
可
を
す
る
。「
済
ス
」

は
決
裁
済
み
。

　

私
的
な
旅
も
あ
り
ま
し
た
。
養
生
・
湯
治
や
高
野
山
参
詣
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
れ
と
て
物
見
遊
山
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
子
供
や
親
が
旅
を
す
る
際
の
付
き
添
い
、
墓
参
、
用
事

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
湯
治
願
」「
高
野
山
参
詣

願
」「
御
領
分
在
へ
御
暇
願
」
の
文
例
（『
南
紀
徳
川
史
』
一
三
冊
、

五
八
八
～
九
三
頁
）
を
な
ぞ
っ
て
い
ま
す
。
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〔
釈
文
〕

③　
　
　
　
　
　
　

山
田
八
右
衛
門
組

持
病
ニ
痔
疾　
　
　
　
　
　
　

細
野
宗
七

御
座
候
付
、
色
々
養
生
仕
候
得
共
爾
々

不
仕
候
付
、
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
医
師

申
候
付
、
日
高
郡
龍
神
江
罷
越
入
湯
仕
度

御
暇
願

　
　

二
月　

聞
届
済
ス
、
晦
日

④　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

志
願
之
儀　
　
　
　
　
　
　

河
口
雅
楽

御
座
候
付
高
野
山
江
参
詣
仕
、
帰
之
節

無
拠
用
事
御
座
候
付
、
知
行
所
伊
都
郡

丁
之
町
村
納
庄
屋
伊
兵
衛
与
申
者
之

方
江
立
寄
逗
留
仕
度
、
日
数
十
日
御
暇
願

　
　

三
月　

聞
届
済
ス
、
十
五
日

〔
文
意
例
〕

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
八
右
衛
門
組

持
病
に
痔
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
宗
七

〔
読
み
下
し
文
〕

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
八
右
衛
門
組

持
病
に
痔じ

疾し
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
宗
七

御
座
候
に
付
き
、
色
々
養よ

う

生じ
ょ
う

仕
り
候そ

う
らえ

ど
も
爾し

か
し
か々

仕
ら
ず
候
に
付
き
、
湯と

う

治じ

仕
り
候そ

う
らは

ば
然
る
可
き
旨
医
師

申
し
候
に
付
き
、
日
高
郡
龍
神
へ
罷ま

か

り
越
し
入

に
ゅ
う

湯と
う

仕
り
度
く

御お

暇い
と
ま

願
い

　
　

二
月　

聞
き
届
け
済
す
、
晦み

そ

日か

④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
だ
す

志
願
之の

儀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
口
雅う

た楽

御
座
候
に
付
き
高
野
山
へ
参
詣
仕
り
、
帰
り
之の

節

 

拠
よ
ん
ど
こ
ろ

  

無
き
用
事
御
座
候
に
付
き
、
知
行
所
伊い

都と

郡

丁ち
ょ
う

之の

町ま
ち

村
納お

さ
め

庄じ
ょ
う

屋や

伊
兵
衛
と
申
す
者
之の

方か
た

へ
立
ち
寄
り
逗
留
仕
り
度
く
、
日
数
十
日
御
暇
願
い

　
　

三
月　

聞
き
届
け
済
す
、
十
五
日
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あ
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
養
生
致
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
は
か
ば
か
し
く

参
り
ま
せ
ん
。
湯
治
致
せ
ば
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
医
師
が

申
し
ま
す
の
で
、
日
高
郡
龍
神
温
泉
へ
参
り
入
湯
致
し
た
い
と
い
う

御
暇
願
い
。

　
　

二
月　

承
認
済
み
、
晦
日

③
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④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

願
い
事
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
口
雅
楽

あ
り
ま
す
の
で
高
野
山
へ
参
詣
致
し
ま
す
。
そ
の
帰
り
に

④



－ 40 －

や
む
を
得
な
い
用
事
が
あ
り
ま
し
て
、
知
行
所
で
あ
る
伊
都
郡

丁
之
町
村
の
納
庄
屋
伊
兵
衛
と
い
う
者
の

所
へ
立
ち
寄
り
逗
留
致
し
た
く
、
日
数
十
日
の
御
暇
願
い
。

　
　

三
月　

承
認
済
み
、
十
五
日

〔
語
意
・
語
法
〕

③
山
田
八
右
衛
門
組 

細
野
宗
七
は
役
儀
不
明
。
山
田
八
右
衛
門

正
張
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
小こ

十じ
ゅ
う

人に
ん

頭が
し
ら。

宗
七
は
小
十
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
細
野
宗
七
は
願
書
き
を
頭
で
あ
る
山
田
八

右
衛
門
に
出
し
、
八
右
衛
門
が
そ
れ
を
御
用
部
屋
に
提
出
し
た

こ
と
に
な
る
。「
山
田
八
右
衛
門
組
」
は
「
小
十
人
頭
山
田
八
右

衛
門
出
ス
」
の
意
味
。「
衛
」
の
字
は
点
に
ま
で
省
略
さ
れ
て
い

る
。
持
病
ニ
…
「
湯
治
願
」
文
例
は
以
下
の
通
り
。「
私
儀
当
年

五
十
五
歳
に
相
成
候
処
、
持
病
痔
疾
罷
在
候
に
付
薬
用
仕
候
へ
共

爾
々
不
仕
候
に
付
、此
節
湯
治
仕
候
は
ゝ
可
然
旨
医
師
申
候
に
付
、

摂
州
有
馬
へ
罷
越
入
湯
仕
度
右
御
暇
之
儀
奉
願
候
、
以
上
」。
痔

疾 

痔
。
湯
治
願
書
き
で
は
痔
疾
を
理
由
に
あ
げ
る
者
が
ほ
と
ん

ど
。
養
生 

病
気
の
手
当
て
。
保
養
。
日
本
近
世
医
学
（
東
洋
医

学
）
の
考
え
方
。
近
代
医
学
の
よ
う
に
、
患
部
を
特
定
し
そ
の
症

状
に
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の
治
癒
力
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
体
調
全
体
を
整
え
よ
う
と
す
る
療
法
。
候
得
共
「
得え

」
は

「
候

そ
う
ろ
う」
の
語
尾
変
化
「
候
そ
う
ら

得え

」
の
仮
名
表
現
。「
候
」
も
点
で
示
さ

れ
て
い
る
。
爾
々
（
確し

か
し
か々

）
物
事
が
望
ま
し
い
方
向
に
ど
ん
ど
ん

進
む
さ
ま
。
湯
治 

温
泉
療
法
。
可
然 

ふ
さ
わ
し
い
。
罷
越
「
罷
」

は
謙
譲
語
。「
越
」
は
行
く
。
来
る
。
入
湯
仕
「
入
湯
」
は
温
泉

で
保
養
す
る
こ
と
。「
仕
」
は
謙
譲
語
。
御
暇 

役
務
か
ら
い
っ
た

ん
離
れ
る
こ
と
。
二
月 

安
政
四
年
。
晦
日 

そ
の
月
最
後
の
日
。

大
の
月
は
三
十
日
。
小
の
月
は
二
十
九
日
。
安
政
四
年
二
月
は
大

の
月
だ
か
ら
三
十
日
。

④
河
口
雅
楽 

役
儀
不
明
。
志
願
之
儀
…
「
高
野
山
参
詣
願
」
文

例
は
以
下
の
通
り
。「
私
儀
志
願
之
儀
御
座
候
に
付
高
野
山
へ
参

詣
仕
度
往
来
六
日
之
御
暇
奉
願
候
以
上
」。
無
拠
用
事
「
御
領
分
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【
御
暇
二
】

〔
釈
文
〕

⑤　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

気
分
為
養
生　
　
　
　
　

堀
田
勘
平

海
士
郡
今
福
村
抱
屋
敷
江
折
々
罷
越

逗
留
仕
度
旨
是
迄
年
々
奉
願
、
罷
越

候
節
々
右
之
方
より
出
勤
・
歩
行
等
仕
候
儀
ニ
御
座
候
、

⑥
居
屋
敷
及
大
破
未
普
請
出
来
兼
候
付
、

家
内
何
角
与
差
支
候
品
有
之
難
儀
仕

候
間
、
甚
自
由
ケ
間
敷
奉
恐
入
候
得
共
、

普
請
中
居
屋
敷
江
者
嫡
子
同
苗
右
馬
丞

差
置
、
私
儀
者
抱
屋
敷
江
当
分
引
越

出
勤
・
歩
行
等
仕
度
奉
願
候
、
以
上

　
　

七
月　

聞
届
済
ス
、
八
月
廿
日

〔
読
み
下
し
文
〕

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
だ
す

気
分
養
生
の
為　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
勘
平

海あ

ま士
郡
今
福
村
抱か

か
え

屋
敷
へ
折
々
罷ま

か

り
越
し

逗と
う

留り
ゅ
う

仕
り
度
き
旨
是こ
れ

迄
年
々
願
い
奉
り
、
罷
り
越
し

候
節ふ

し
ぶ
し々

右
之の

方
よ
り
出
勤
・
歩ほ

行こ
う

等
仕
り
候
儀
に
御
座
候
、

⑥
居い

屋
敷
大
破
に
及
び
未
だ
普
請
出
来
兼
ね
候
に
付
き
、

家
内
何な

に

角か

と与
差
し
支
え
候
品
之こ
れ

有
り
難
儀
仕
り

候
間
、
甚
だ
自
由
が
ま
し
く

　
　
　
　
　

 

恐
れ
入
り
奉
り
（
奉た

て
ま
つ（
り
）

二　

 

恐お
そ（
れ
）

　

入い
（
り
）

一
）
候
え
ど
も
、

普
請
中
居
屋
敷
へ
は
嫡

ち
ゃ
く

子し

同
苗

み
ょ
う

右う

馬ま
の

丞じ
ょ
う

 
差
し
置
き
、
私
儀
は
抱
屋
敷
へ
当
分
引
越
し

出
勤
・
歩
行
等
仕
り
度
く
願
い
奉
り
候
、
以
上

在
へ
御
暇
願
」
の
「
願
文
例
」
は
「
私
儀
無
拠
用
事
御
座
候
に

付
有
田
郡
何
組
何
村
誰
と
申
者
方
へ
罷
越
申
度
、
往
来
日
数
五

日
御
暇
之
儀
奉
願
候
、
以
上
」。
知
行
所 

上
・
中
級
武
士
は
米

（
切き

り
ま
い米
）
で
は
な
く
所
領
地
と
し
て
知
行
村
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ

か
ら
年
貢
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
丁
之
町
村 

現
か
つ
ら
ぎ

町
。
納
庄
屋 

村
で
の
年
貢
納
入
の
責
任
者
。
村
の
庄
屋
と
は
別

に
置
い
て
い
た
村
も
あ
る
。
三
月 

安
政
四
年
。
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⑦
（
頭
書
き
）

「
本
文
之
趣
御
目
付
方

為
申
見
候
品
同
所
ニ
而

有
之
事
」

⑧　
　
　
　
　
　

浅
井
源
兵
衛
組

上
那
賀
粉
川
村
者　
　
　

田
原
猶
意

医
師
乏
場
所
ニ
付
右
之
方
江
罷
越
暫

逗
留
、
専
療
治
修
業
仕
度
奉
存
候
、
尤

差
掛
候
御
用
筋
等
御
座
候
節
者
仲
間
共
より

通
達
致
呉
候
様
申
合
候
儀
ニ
御
座
候
間
右
御
暇

　
　

七
月　

聞
き
届
け
済
す
、
八
月
廿は
つ

日か

⑦
（
頭

あ
た
ま

書
き
）

「
本
文
之の

趣
御
目
付
方

申
し
見
さ
せ
（
為さ

せ
二
申も
う（
し
）

　

見み
一
）
候
品
同
所
に
て

之こ
れ

有
る
事
」

⑧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
源
兵
衛
組

上
那
賀
粉
川
村
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原
猶ゆ
う

意い

医
師
乏と

ぼ

し
き
場
所
に
付
き
右
之の

方
へ
罷
り
越
し
暫
く

逗
留
、
専
ら
療
治
修
業
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、
も
っ
と
も

差
し
掛
り
候
御
用
筋
等
御
座
候
節
は
仲な

か

間ま

共ど
も

よ
り

⑤
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⑦

⑥
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⑧
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之
儀
奉
願
候
、
以
上

　
　

九
月　

聞
届
済
ス　

晦
日

〔
文
意
例
〕

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

病
気
保
養
の
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田
勘
平

海
士
郡
今
福
村
の
抱
屋
敷
へ
時
々
行
っ
て

滞
在
致
し
た
い
旨
を
こ
れ
ま
で
毎
年
お
願
い
申
し
ま
し
た
。（
抱
屋
敷
に
）
参
り

ま
し
た
時
に
は
そ
こ
か
ら
出
勤
や
静
養
等
を
致
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

⑥
（
と
こ
ろ
が
）
居
屋
敷
が
大
破
し
未
だ
に
工
事
が
出
来
か
ね
る
の
で
、

家
族
は
何
か
と
（
暮
ら
し
に
）
差
し
支
え
る
こ
と
が
あ
り
困
っ
て

お
り
ま
す
。
大
変
勝
手
な
こ
と
で
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

工
事
中
居
屋
敷
へ
は
嫡
子
の
同
姓
右
馬
丞
を

差
し
置
き
、
私
は
抱
屋
敷
へ
当
分
引
っ
越
し

出
勤
や
静
養
等
を
致
し
た
く
お
願
い
申
し
ま
す
。
以
上

　
　

七
月　

承
認
済
み
、
八
月
二
十
日

⑦
（
頭
書
き
）

「
本
文
に
つ
い
て
、
目
付
役
所
に

通
達
致
し
く
れ
候
様
申
し
合
い
候
儀
に
御
座
候
間
右
御
暇

い
と
ま

の
儀
願
い
奉
り
候
、
以
上

　
　

九
月　

聞
き
届
け
済
す　

晦み
そ

日か
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（
意
見
を
）
申
し
て
み
さ
せ
た
内
容
が
ま
さ
に
同
所

で
す
」

⑧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
源
兵
衛
組

上
那
賀
郡
粉
川
村
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原
猶
意

医
師
の
少
な
い
場
所
な
の
で
そ
こ
に
赴
き
暫
く

滞
在
し
専
ら
治
療
の
修
行
を
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
も
っ
と
も

急
ぎ
の
藩
の
御
用
が
ご
ざ
い
ま
す
節
に
は
同
役
の
者
達
か
ら

通
知
し
て
く
れ
る
よ
う
に
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
暇

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
以
上

　
　

九
月　

承
認
済
み　

晦
日

〔
語
意
・
語
法
〕

⑤
堀
田
勘
平 

大お
お
ば
ん番

頭が
し
ら。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
八
十
二
歳
で

没
。
大
番
頭
よ
り
上
で
統
括
す
る
も
の
が
い
な
い
た
め
、
願
い
は

御
用
人
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
気

分 

病
気
。
今
福
村 

和
歌
山
市
今
福
。
抱
屋
敷 

買
得
し
た
百
姓
地

に
建
て
た
屋
敷
。「
屋
」
の
「
至
」
の
部
分
が
縦
画
と
横
画
で
し

か
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
節
々 

そ
の
時
そ
の
時
。
そ
の
都
度
そ

の
都
度
。
歩
行
等 

「
歩
行
」
は
和
歌
山
方
言
で
行
楽
、
遊
山
の
こ

と
か
。「
願
済
の
例
」
と
し
て
、「
気
鬱
に
付
在
中
へ
罷
越
歩
行
候

は
ゝ
可
然
旨
医
師
申
聞
に
よ
り
知
行
所
何
郡
何
村
百
姓
誰
方
へ
罷

越
暫
逗
留
歩
行
仕
度
旨
御
暇
願
済
の
例
あ
り
」（『
南
紀
徳
川
史
』

一
三
冊
、
五
九
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
「
歩
行
」
は
静
養
の
意
と

考
え
ら
れ
る
。「
ホ
」
の
よ
う
な
文
字
が
「
等
」。
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【
御
暇
三
】

〔
釈
文
〕

⑨　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

気
分
為
養
生　
　
　

村
上
彦
右
衛
門

同
姓
与
兵
衛
儀

御
免
場
江
罷
越
候
節
、
附
添
罷
越
暫

逗
留
仕
度
旨
御
暇
願

　

正
月　

聞
届
済
ス
、
十
一
日

⑩　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮
組
大
御
番

同
苗
又
助
跡
目
被　
　
　
　

松
田
直
次
郎

〔
読
み
下
し
文
〕

⑨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
だ
す

気
分
養
生
の
為
（
為た

め
二
養
生
一（

の
））　　

村
上
彦
右
衛
門

同
姓
与
兵
衛
儀

御
免
場
へ
罷
り
越
し
候
節
、
附
き
添
い
罷
り
越
し
暫
く

逗
留
仕
り
度
き
旨
御
暇
願
い

　

正
月　

聞
き
届
け
済
す
、
十
一
日

⑩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮う
き

組ぐ
み

大お
お

御ご

番ば
ん

同
苗
又
助
跡
目　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
直
次
郎

⑥
居
屋
敷 

当
主
が
生
活
の
本
拠
と
し
て
い
る
屋
敷
。
自
由
ケ
間

敷 
勝
手
だ
。
前
の
文
字
「
甚
」
だ
け
が
大
き
い
の
だ
が
、
そ
の

下
部
「
八
」
が
つ
ぶ
れ
た
円
で
書
か
れ
て
い
る
。
恐
入
「
恐
」
の

上
半
分
が
点
で
示
さ
れ
て
い
る
。
嫡
子 

供
番
頭
以
上
の
家
臣
で
、

そ
の
家
を
相
続
す
る
者
と
し
て
当
主
が
藩
に
届
け
出
、
認
め
ら
れ

た
人
物
。
必
ず
し
も
長
男
で
は
な
い
。
差
置
「
差
」
は
語
調
を
整

え
る
接
頭
辞
。
七
月 

安
政
四
年
。

⑦
本
文
之
趣
…
有
之
事 

意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
目
付
が
す
で

に
屋
敷
の
大
破
し
た
状
態
を
把
握
し
て
い
て
、「
危
険
だ
」
と
い

う
こ
と
を
上
申
し
て
い
た
。
そ
の
該
当
す
る
建
物（「
品
」）は「
同

所
」
だ
と
い
う
意
味
か
。

⑧
浅
井
源
兵
衛 

小
普
請
支
配
。
田
原
猶
意 

小
普
請
医
師
。
粉
川

村 

紀
の
川
市
粉
河
。
差
掛 

切
迫
す
る
。
差
し
迫
る
。
仲
間 

こ
こ

で
は
同
役
の
小
普
請
医
師
達
。
九
月 

安
政
四
年
。
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仰
付
候
付
家
内
之
者
且
家
財
等
此
表
江

引
取
申
度
奉
存
候
間
、
明
三
日
より
五
日
迄

友
ケ
嶋
江
罷
越
跡
片
付
等
仕
度
奉
存
候
、

右
三
日
之
間
御
暇

　
　

十
一
月　

聞
届
済
、
二
日

仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら

れ
二
仰お

お（
せ
）

　

付つ
（
け
）

一
）
候
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
内
の
者
且か

つ

家
財
等
此こ

の

表
へ

引
き
取
り
申
し
度
く
存
じ
奉
り
候
間
、
明
く
る
三
日
よ
り
五
日
迄

友
ケ
嶋
へ
罷
り
越
し
跡
片
付
け
等
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、

右
三
日
之の

間
御
暇

　
　

十
一
月　

聞
き
届
け
済
す
、
二
日

⑨
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⑩
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⑪
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⑪　
　
　
　
　
　

畔
柳
甚
左
衛
門
組

養
父
年
忌
ニ
付　
　

村
田
次
郎
右
衛
門

熊
野
新
宮
瑞
泉
寺
江
墓
参

仕
度
且
無
拠
用
事
御
座
候
付
実
甥

水
野
大
炊
頭
家
来
伊
熊
次
摩
吉

方
江
逗
留
仕
度
往
来
三
十
日
之
御
暇

奉
願
候
、
已
上

　
　

九
月

〔
文
意
例
〕

⑨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

病
気
保
養
の
た
め　
　
　
　
　
　
　

村
上
彦
右
衛
門

同
姓
（
村
上
）
与
兵
衛
が

御
免
場
へ
赴
く
際
に
、（
私
が
）
付
き
添
っ
て
参
り
暫
く

滞
在
致
し
た
く
御
暇
願
い
。

　

正
月　

承
認
済
み
、
十
一
日

⑩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮
組
大
御
番

同
苗
又
助
が
跡
目
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
直
次
郎

⑪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畔く
ろ

柳や
な
ぎ

甚
左
衛
門
組

養
父
年ね
ん

忌き

に
付
き　
　
　
　
　
　

村
田
次
郎
右
衛
門

熊
野
新
宮
瑞
泉
寺
へ
墓
参

仕
り
度
く
且か

つ

拠
よ
ん
ど
こ
ろ

無
き
用
事
御
座
候
に
付
き
実
甥

水
野
大お

お

炊い
の

頭か
み

家
来
伊
熊
次
摩
吉

方
へ
逗
留
仕
り
度
く
往
来
三
十
日
之の

御
暇

願
い
奉
り
候
、
已い

上
じ
ょ
う

　
　

九
月
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仰
せ
付
か
り
ま
し
た
の
で
家
族
の
者
さ
ら
に
家
財
等
を
和
歌
山
へ

引
き
取
り
度
く
存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
明
日
三
日
か
ら
五
日
迄

友
ケ
嶋
へ
参
り
跡
片
付
け
等
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。

右
三
日
の
間
の
御
暇
。

　
　

十
一
月　

承
認
済
み
、
二
日

⑪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畔
柳
甚
左
衛
門
組

養
父
の
法
事
の
た
め　
　
　
　
　
　
　

村
田
次
郎
右
衛
門

熊
野
新
宮
瑞
泉
寺
へ
墓
参

致
し
た
く
、
か
つ
止
む
を
得
な
い
用
事
が
あ
り
ま
し
て
実
甥
で

水
野
大
炊
頭
家
来
の
伊
熊
次
摩
吉

方
へ
滞
在
致
し
た
く
、
往
復
三
十
日
の
御
暇
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
已
上

　
　

九
月

〔
語
意
・
語
法
〕

⑨
村
上
彦
右
衛
門 

役
儀
不
明
。
御
免
場 

村
上
彦
右
衛
門
の
知
行

地
の
こ
と
か
。
正
月 

安
政
五
年
。

⑩
浮
組
大
御
番 

又
助
が
す
で
に
跡
目
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
松
田
直
次
郎
は
当
主
で
は
な
い
。「
浮
組
」
は
そ
の

こ
と
に
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
位
置
に
は
本
来
そ

の
大
番
頭
の
名
が
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、「
浮
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組
大
御
番
」
と
い
う
役
儀
が
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
点
も
右
に

関
係
す
る
か
。
跡
目
「
跡
」
は
「
足
」
を
ご
ん
べ
ん
の
く
ず
し
字

の
よ
う
に
書
き
、「
亦
」
を
な
べ
ぶ
た
の
下
に
三
点
だ
け
書
く
。

此
表 

和
歌
山
の
こ
と
。「
表
」
は
土
地
。
地
方
。
申
度
奉
存
「
申
」

は
上
の
動
詞（
引
取
）を
て
い
ね
い
に
表
現
す
る
補
助
動
詞
。「
奉
」

は
謙
譲
語
。「
存
」
は
思
う
の
謙
譲
語
。「
奉
存
」
で
二
重
の
謙
譲

表
現
。
友
ケ
嶋 

又
助
は
友
ケ
嶋
番
で
、
相
続
に
と
も
な
っ
て
役

儀
が
変
わ
り
和
歌
山
に
引
っ
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の

だ
ろ
う
。
十
一
月 

安
政
五
年
。
二
日 

本
文
に
「
明
三
日
」
と
あ

る
か
ら
こ
れ
は
二
日
に
提
出
さ
れ
た
願
い
で
、「
聞
届
済
二
日
」

で
即
日
聞
き
届
け
ら
れ
て
い
る
。
き
わ
め
て
迅
速
に
処
理
さ
れ
た

事
案
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑪
畔
柳
甚
左
衛
門
組
村
田
次
郎
右
衛
門 

甚
左
衛
門
・
次
郎
右
衛

門
、
共
に
役
儀
不
明
。
年
忌 

毎
年
の
祥
月
命
日
。
そ
の
法
事
。

実
甥 

音
で
「
じ
つ
せ
い
」
と
読
む
と
も
思
え
な
い
の
で
「
じ
つ

お
い
」
か
。
九
月 

安
政
七
年
。

３　

看
病
御
暇

　
「
看
病
」
と
い
う
項
な
の
で
す
が
、
間
違
っ
て
い
け
な
い
の
は

看
病
そ
の
も
の
を
願
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

通
常
は
同
じ
屋
敷
に
住
む
で
あ
ろ
う
父
母
・
養
父
母
、
妻
・
子
に

つ
い
て
は
、
願
い
で
は
な
く
、
目
付
に
「
看
病
引び

け

届と
ど
け」
を
出
し
て

看
病
す
れ
ば
い
い
の
で
す（『
南
紀
徳
川
史
』一
三
冊
、五
九
四
頁
）。

で
す
か
ら
一
つ
家
に
住
ん
で
い
る
親
の
看
病
を
願
い
出
て
い
る
も

の
は
こ
こ
に
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

許
し
が
必
要
に
な
る
の
は
看
病
に
移
動
が
伴
う
場
合
で
す
。「
看

病
御
暇
願
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
移
動
の
願
い
な
の
で
す
。
本

来
同
居
し
て
い
る
父
母
（
生
み
の
親
）
や
養
父
母
の
看
病
を
願
い

出
る
場
合
は
、
看
病
人
（
当
主
）
が
江
戸
等
の
任
地
に
滞
在
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
実
父
・
実
母
は
今
日
の
呼
称
と
は
異
な
り
、
子

息
が
養
子
に
出
た
場
合
の
生
み
の
親
の
こ
と
で
す
。
当
然
願
い
の

差
出
人
は
実
父
・
実
母
と
は
別
の
苗
字
を
名
乗
り
、
別
の
屋
敷
に

住
ん
で
い
ま
す
。
看
病
の
た
め
に
は
屋
敷
を
移
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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【
出
陣
】

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
西
又
六
組

御
上
京
御
供
ニ
而　
　
　

松
本
又
之
助

同
所
ニ
相
詰
居
候
処
、
実
父
伊
丹
新
六

父
同
苗
朴
翁
儀
、
病
気
ニ
付
看
病

御
暇
願
相
済
此
表
江
罷
帰
候
処
、
朴
翁

此
度
病
死
仕
候
、
②
夫
ニ
付
早
速
京
都
江

出
立
可
仕
候
処
病
気
御
座
候
付
、
快
気

仕
候
迄
之
内
暫
此
表
ニ
而
養
生
仕
度
願

　
　

二
月　

聞
届
済
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
日

③　
　
　
　
　
　
　
　

司
農
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
三
郎
右
衛
門

三
郎
右
衛
門
、
当
時　
　
　
　
　
　
　

一
類
共

伏
見
に
相
詰
罷
在
候
処
、
同
人
妻
儀
、

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
西
又
六
組

御
上
京
御
供
に
て　
　
　
　
　

松
本
又
之
助

同
所
に
相
詰
め
居
り
候
処
、
実
父
伊
丹
新
六

父
同
苗
朴ぼ

く
お
う翁

儀
、
病
気
に
付
き
看
病

御お

暇い
と
ま

願
い
相
済
ま
せ
此こ
の

表
へ
罷
り
帰
り
候
処
、
朴
翁

此こ
の

度た
び

病
死
仕
り
候
、
②
夫そ
れ

に
付
き
早
速
京
都
へ

出
立
仕
る
可
く
候
処
病
気
御
座
候
に
付
き
、
快
気

仕
り
候
迄
之の

内
暫
く
此
表
に
て
養
生
仕
り
度
き
願
い

　
　

二
月　

聞
き
届
け
済
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
五
日

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司し

農の
う

出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
三
郎
右
衛
門

三
郎
右
衛
門
、
当
時　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
類
共ど

も

伏
見
に
相
詰
め
罷
り
在
り
候
処
、
同
人
妻
儀
、
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②

①
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③
⑥

④
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此
程
より
病
気
ニ
罷
在
、
④
次
第
ニ
相
勝

不
申
及
大
病
難
見
当
御
座
候
処
、

爾
与
仕
候
看
病
人
無
御
座
候
付
甚

難
儀
仕
候
、
⑤
何
卒
御
慈
悲
を
以

此
程
よ
り
病
気
に
罷
り
在
り
、
④
次
第
に
相
勝
れ

申
さ
ず
、
大
病
に
及
び
見み

当あ
て

し
難
く
御
座
候
処
、

爾し
か

と
仕
り
候
看
病
人
御
座
無
く
候
に
付
き
甚
だ

難
儀
仕
り
候
、
⑤
何な

に
と
ぞ卒

御
慈
悲
を
以
っ
て

⑤
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三
郎
右
衛
門
儀
看
病
之
御
暇
被
下
置
、

此
表
へ
罷
帰
候
様
仕
度
願

　
　

八
月　

聞〻
届〻
済〻
ス〻

　
　
　
　
　
　
　

十〻
九〻
日〻

（
頭
書
き
）

⑥
「
御
目
見
以
上
ニ
而
―
―

本
文
体
妻
看
病
之
御
暇

願
例
無
之
付
、
本
文
者

不
用
御
義　
　
　
　
　
　
　

」

〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
西
又
六
組

（
藩
主
）
京
都
着
陣
の
御
供
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
又
之
助

同
所
（
京
都
）
に
詰
め
て
居
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
父
伊
丹
新
六
の

父
で
同
姓
朴
翁
が
病
気
な
の
で
看
病

御
暇
願
い
を
（
出
し
そ
れ
を
）
お
許
し
下
さ
り
和
歌
山
へ
帰
り
ま
し
た
が
、
朴
翁
は

こ
の
度
病
死
致
し
ま
し
た
。
②
そ
こ
で
早
速
京
都
へ

出
発
致
す
可
き
な
の
で
す
が
、（
私
が
）
病
気
で
し
て
、
治
る

ま
で
（
の
期
間
）
の
内
暫
く
和
歌
山
で
保
養
致
し
た
い
と
い
う
願
い
。

三
郎
右
衛
門
儀
看
病
之
御
暇
下
し
置
か
れ
（
被れ
二
下く

だ（
し
）

　

置お
（
か
）

一
）、

此
表
へ
罷
り
帰
り
候
様
仕
り
度
き
願
い

　
　

八
月　

聞
き
届
け
済
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
日

（
頭
書
き
）　　
　
　
　

⑥
「
御
目
見
え
以
上
に
て
―
―

本
文
体て

い

妻
看
病
之の

御
暇

願
い
例
之こ

れ

無
き
に
付
き
、
本
文
は

用
い
ざ
る
御
義　
　
　
　
　
　
　
　

」
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二
月　

承
認
済
み

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
五
日

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
定
奉
行
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内
三
郎
右
衛
門

三
郎
右
衛
門
は
現
在　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
類
共

（
京
都
）
伏
見
に
詰
め
て
い
ま
す
が
、
同
人
妻
が
、

先
日
か
ら
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
④
次
第
に
具
合
が

悪
く
な
り
大
病
と
な
り
先
の
見
通
し
も
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。

確
実
に
（
看
病
）
致
す
看
病
人
が
い
ま
せ
ん
の
で
甚
だ

難
儀
致
し
て
お
り
ま
す
。
⑤
何
卒
御
慈
悲
で
、

三
郎
右
衛
門
で
す
が
看
病
の
御お

暇い
と
まを
お
与
え
に
な
り
、

和
歌
山
へ
帰
れ
る
様
に
致
し
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　

八
月　

承
認
済
み

　
　
　
　
　
　
　

十
九
日

（
頭
書
き
）

⑥
「
御
目
見
以
上
で
―
―

本
文
の
様
な
妻
の
看
病
御
暇
の

願
い
に
前
例
が
な
い
の
で
、
本
文
は

採
用
し
な
い
こ
と
と
す
る　
　
　
　

」
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〔
語
意
・
語
法
〕

①
御
用
人
出
ス 

通
常
な
ら
ば
大お

お

番ば
ん

頭が
し
らで

あ
ろ
う
坂
西
又
六
が
願

い
を
提
出
す
る
。
し
か
し
、
坂
西
又
六
が
京
都
に
在
陣
中
の
た
め

に
、
和
歌
山
に
戻
っ
て
い
る
松
本
又
之
助
は
願
い
を
御
用
人
に
渡

し
、
御
用
人
か
ら
御
用
部
屋
へ
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
松

本
又
之
助 

又
之
助
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
大
番
。
こ
の
時

点
の
役
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。
御
上
京 

第
一
次
長
州
征
討
直

前
、文
久
四
年（
一
八
六
四
）正
月
の
藩
主
茂
承
京
都
着
座（
着
陣
）。

相
詰
居
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
語
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。「
居
」
は
継
続
等
を
あ
ら
わ
す
補
助
動
詞
。
こ
こ
で
は

自
分
の
言
動
を
卑
下
す
る
。
朴
翁 

隠
居
名
。
看
病
御
暇
願 

こ
れ

は
移
動
を
伴
い
役
目
が
果
た
せ
な
く
な
る
た
め
に
御
暇
を
願
っ
て

い
る
。
同
じ
家
の
中
で
看
病
す
る
な
ら
ば
、
願
い
出
る
必
要
も
な

く
看
病
を
す
れ
ば
よ
い
。
相
済 

家
臣
団
社
会
で
は
、
こ
の
よ
う

に
藩
へ
の
勤
め
、
こ
こ
で
は
出
陣
さ
え
一
時
停
止
し
て
で
も
、
親

や
祖
父
母
の
世
話
を
優
先
さ
せ
る
慣
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
妻
で
は
な
く
原
則
当
主
の
役
目
だ
っ
た
。

老
い
を
制
度
と
し
て
支
え
る
観
点
か
ら
し
て
も
、
ま
た
、
武
家
社

会
で
の
孝
と
い
う
道
徳
的
観
点
か
ら
し
て
も
そ
う
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
此
表 

城
下
町
和
歌
山
。「
表
」
は
土
地
。
地
方
。
暫
此
表
ニ

而
養
生 

こ
の
第
一
次
長
州
征
討
で
、
京
都
と
大
坂
在
陣
中
の
文

久
三
年
九
月
か
ら
翌
元
治
元
年
五
月
ま
で
の
間
に
、
実
父
・
養
父

な
ど
四
例
の
看
病
御
暇
願
い
が
出
さ
れ
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

内
こ
の
松
本
又
之
助
を
含
む
三
例
で
病
人
が
死
去
、
看
病
人
は
速

や
か
に
陣
に
戻
る
べ
き
と
こ
ろ
病
気
に
な
っ
た
と
し
て
、
和
歌
山

に
残
る
た
め
の
養
生
願
い
が
出
て
い
る
。
そ
れ
以
前
、
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
三
月
か
ら
文
久
三
年
六
月
ま
で
の
二
五
例
の
看
病

御
暇
願
い
で
は
、
病
人
死
後
の
看
病
人
の
養
生
願
い
は
三
例
、
内

二
例
は
す
で
に
看
病
に
向
か
う
道
中
で
の
発
病
だ
っ
た
。
長
州
征

討
在
陣
中
の
看
病
御
暇
願
い
で
は
高
率
で
看
病
人
自
身
が
病
気
に

な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
不
自
然
さ
は
免
れ
な
い
。

②
可
仕
「
可
」
は
話
者
の
意
志
。「
仕
」
は
す
る
を
丁
重
に
言
う
。

病
気 

又
之
助
が
病
気
に
な
っ
た
。
快
気
仕
候
迄
之
内
暫
「
快
気

仕
候
迄
」
が
治
り
き
る
ま
で
の
期
間
。「
之
内
暫
」
が
、
そ
の
途

中
で
も
役
務
に
耐
え
ら
れ
る
程
度
に
回
復
す
る
ま
で
。
二
月 

元

治
元
年
。

③
司
農 

勘
定
奉
行
。
竹
内
三
郎
右
衛
門 

役
儀
不
明
。「
衛
」
は
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ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
右
」
と
「
門
」
と
を
つ

な
ぐ
画
で
、
左
に
下
が
る
角
度
が
や
や
変
わ
っ
た
箇
所
で
表
現
さ

れ
て
い
る
。「
右
門
」
で
は
な
い
の
で
き
ち
ん
と
読
み
取
り
た
い
。

一
類
共 

そ
の
人
物
に
責
任
を
有
す
る
親
類
一
同
。
三
郎
右
衛
門

が
出
陣
中
の
た
め
一
類
共
が
代
り
に
提
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
妻
が
病
気
で
当
主
が
例
え
ば
江
戸
詰
の
場
合
に
は
、
看
病

御
暇
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
一
類
共
か
ら
看
病
人
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
実
際
「
願
達
留
」
に
も
妻
の
看
病
御
暇
は
一
例
も

載
っ
て
い
な
い
。
そ
の
事
情
を
知
ら
ず
に
提
出
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
三
郎
右
衛
門
が
京
都
か
ら
願
い
を
出
し
自
分
の
看
病
御
暇
を

求
め
る
は
ず
。
出
陣
も
江
戸
詰
に
準
じ
る
と
考
え
た
か
ら
こ
そ
一

類
共
か
ら
の
提
出
と
し
、
そ
の
願
文
に
も
、「
爾
与
仕
候
看
病
人

無
御
座
候
付
甚
難
儀
仕
候
、
何
卒
御
慈
悲
を
以
」
の
一
文
が
入
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
妻
の
看
病
は
一
類
共
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
伏
見
に
相
詰 

元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
八
月
、蛤
御
門
の
変
に
際
し
て
の
京
都
詰
め
か
。

「
に
」
は
「
爾
」
の
く
ず
し
。
罷
在
「
罷
」
は
他
の
動
詞
の
上
に

付
き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。

④
不
申
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
（「
勝
」）
を
改
ま
っ

て
表
現
す
る
。
見
当 

将
来
の
見
込
み
。
め
ど
。
爾
与
「
確し
か

」
と
。

確
か
に
。
十
分
に
。

⑤
被
下
置
「
被
」
は
尊
敬
を
表
す
助
動
詞
。「
下
」
は
与
え
る
。

「
置
」
は
補
助
動
詞
の
よ
う
に
用
い
、
続
け
る
意
を
表
す
。
八
月 

元
治
元
年
。
聞
届
済
ス 

十
九
日 

御
用
部
屋
で
は
一
旦
通
常
の
看

病
御
暇
と
判
断
し
承
認
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
確
認
の
た
め
に

調
べ
て
み
る
と
妻
の
看
病
御
暇
は
前
例
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
に
こ
れ
を
取
り
消
し
、承
認
の
箇
所
を
円
で
抹
消
し
た
。「
〻
」

は
抹
消
を
意
味
す
る
符
号
。

⑥
御お

目め

見み
え

以
上 

藩
主
に
挨
拶
（
目
通
り
）
で
き
る
高
い
役
儀
の

格
式
。
目
通
り
出
来
な
い
格
式
が
「
御
目
見
以
下
」
よ
り
下
。

―
― 

棒
線
の
意
味
不
明
。
本
文
者
不
用
御
義
「
本
文
」
は
右
の

願
い
書
き
。「
不
用
」
は
不
採
用
。
却
下
。

　
（
こ
の
項
、
万
延
二
年
より
元
治
元
年
迄
「
願
達
留
」、
丙
礻
四
）
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【
看
病
一
】

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　
　
　

松
平
九
郎
左
衛
門
組

娘
落
合
内
記
妻　
　
　

志
賀
九
郎
右
衛
門

先
月
廿
六
日
出
産
仕
候
処
、
兔
角
爾
々

不
仕
候
旨
申
参
候
、
然
処
無
人
ニ
罷
在
外
ニ

看
病
仕
候
者
も
無
御
座
甚
以
難
儀
可
仕
旨

申
参
候
付
、
②
何
卒
私
妻
内
記
方
江
差
遣

日
数
五
日
程
看
病
為
仕
度
奉
存
候
、
此
段

宜
御
取
扱
被
成
下
候
様
仕
度
旨
願

　
　
　

四
月　

聞
届
済
ス　

二
日

③　
　
　
　
　

友
ケ
嶋
奉
行
出
ス

私
舅
有
馬
涼
及　
　
　

近
藤
正
左
衛
門

病
気
ニ
罷
在
候
処
、
昨
今
一
向
相
勝
レ

不
申
趣
申
来
候
付
、
④
私
妻
儀
、
父

為
看
病
日
数
十
日
程
之
間
同
人

方
江
差
遣
シ
置
申
度
奉
存
候
間
、

右
願
之
通
相
済
候
様
宜
御
取
扱
奉

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
九
郎
左
衛
門
組

娘
落
合
内な

い

記き

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
九
郎
右
衛
門

先
月
廿
六
日
出
産
仕
り
候
処
、
兔
角
爾し

か
し
か々

仕
ら
ず
候
旨
申
し
参
り
候
、
然し

か

る
処
無む

人に
ん

に
罷ま

か

り
在
り
外ほ

か

に

看
病
仕
り
候
者
も
御
座
無
く
甚
だ
以も

っ
て
難
儀
仕
る
可
き
旨

申
し
参
り
候
に
付
き
、
②
何な

に
と
ぞ卒
私
妻
内
記
方
へ
差
し
遣
し

日
数
五
日
程
看
病
仕
ら
せ
（
為せ
レ

仕
つ
か
ま
つ（
ら
）
）
度た

く
存
じ
奉
り
候
、
此
段

宜よ
ろ
しく

御
取
扱
い
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成な（

し
）

 

下く
だ（
さ
）

一
）
候
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仕
り
度
き
旨
願
い

　
　
　

四
月　

聞
き
届
け
済
す　

二
日

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
ケ
嶋
奉
行
出
だ
す

私
舅

し
ゅ
う
と

有
馬
涼り
ょ
う

及き
ゅ
う
　
　
　
　
　
　

近
藤
正
左
衛
門

病
気
に
罷
り
在
り
候
処
、
昨
今
一
向
相
勝す

ぐ

れ

申
さ
ざ
る
趣
申
し
来
り
候
に
付
き
、
④
私
妻
儀
、
父

看
病
の
為
日
数
十
日
程
之の

間
同
人

方
へ
差
し
遣
わ
し
置
き
申
し
度
く
存
じ
奉
り
候
間
、
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①

②
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④

③
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⑥

⑤
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願
候
与
之
趣

　
　

五
月　

聞
届
済
ス

　
　
　
　
　
　
　

廿
六
日

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
掛
り
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
彦
大
夫

彦
大
夫
儀
江
戸
表
ニ
而　
　
　
　
　
　
　

一
類
共

病
気
ニ
罷
在
相
勝
不
申
候
付
、
一
類
之
内

看
病
ニ
罷
越
候
様
仕
度
段
申
参
、
右
病
気

無
心
元
奉
存
候
、
⑥
然
処
同
人
ニ
男
子
等
無

御
座
候
付
、
一
八
惣
領
同
苗
粂
三
郎
儀

彦
大
夫
甥
ニ
御
座
候
間
、
彼
地
江
差
遣

同
人
居
御
長
屋
ニ
罷
在
、
看
病
為
仕
度

旨
願

右
願
い
之の

通
り
相
済
せ
候
様
宜よ

ろ

し
く
御
取
り
扱
い

願
い
奉
り
候
と
之の

趣

　
　

五
月　

聞
き
届
け
済
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
六
日

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
掛
り
出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
彦
大
夫

彦
大
夫
儀
江
戸
表
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
類
共ど

も

病
気
に
罷
り
在
り
相あ

い

勝す
ぐ

れ
申
さ
ず
候
に
付
き
、
一
類
之の

内

看
病
に
罷
り
越
し
候
様
仕
り
度
き
段
申
し
参
り
、
右
病
気

心
元
無
く
存
じ
奉
り
候
、
⑥
然し

か

る
処
同
人
に
男
子
等

御
座
無
く
候
に
付
き
、
一
八
惣
領
同
苗み

ょ
う

粂く
め
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
儀

彦
大
夫
甥
に
御
座
候
間
、
彼か

の

地ち

へ
差
し
遣
し

同
人
居い

御お
ん
な
が長

屋や

に
罷
り
在
り
、
看
病
仕
ら
せ
（
為せ
レ

仕
つ
か
ま
つ（
ら
）

）
度
き
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七
月　

聞
届
済
ス
、
廿
八
日

〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
九
郎
左
衛
門
組

娘
で
落
合
内
記
妻
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
九
郎
右
衛
門

先
月
二
十
六
日
出
産
い
た
し
ま
し
た
が
、
何
か
に
つ
け
は
か
ば
か
し
く

い
か
な
い
と
申
し
て
参
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
人
手
の
な
い
状
態
で
し
て
、
ほ
か
に

看
病
致
す
者
も
無
く
、
は
な
は
だ
難
儀
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

申
し
て
参
り
ま
し
た
。
②
ど
う
か
私
の
妻
を
内
記
の
家
へ
や
り

日
数
五
日
程
看
病
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
件
を

よ
ろ
し
く
お
取
り
扱
い
（
お
許
し
）
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
致
し
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　
　

四
月　

承
認
済
み　

二
日

③　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
ケ
嶋
奉
行
が
提
出

私
の
舅
有
馬
涼
及
が　
　
　
　
　

近
藤
正
左
衛
門

病
気
に
な
り
ま
し
て
、
昨
今
一
向
に
す
ぐ
れ

な
い
と
申
し
て
き
ま
し
た
。
④
私
の
妻
を
父
の

看
病
の
た
め
日
数
十
日
程
の
間
同
人
（
有
馬
涼
及
）

旨
願
い

　
　

七
月　

聞
き
届
け
済
す
、
廿

に
じ
ゅ
う

八
日
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の
所
へ
や
っ
て
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

右
の
願
い
の
通
り
に
な
り
ま
す
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
取
り
扱
い

お
願
い
申
し
ま
す
と
の
内
容
。

　
　

五
月　

承
認
済
み

　
　
　
　
　
　
　

二
十
六
日

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
掛
り
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
彦
大
夫

彦
大
夫
の
こ
と
で
す
が
江
戸
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類
一
同

病
気
に
な
り
ま
し
て
具
合
が
悪
い
の
で
、
一
類
の
内
か
ら

看
病
に
来
る
よ
う
に
致
し
た
い
と
（
彦
大
夫
が
）
言
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は

先
行
き
が
気
掛
か
り
で
す
。
⑥
と
こ
ろ
が
同
人
に
は
息
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
私
の
兄
弟
）
一
八
の
惣
領
で
同
苗
の
粂
三
郎
は
、

彦
大
夫
の
甥
で
す
の
で
、
彼
の
地
（
江
戸
）
へ
や
り

同
人
（
彦
大
夫
）
は
居
御
長
屋
に
い
ま
す
の
で
、（
粂
三
郎
に
）
看
病
さ
せ
た
い

と
い
う
願
い
。

　
　

七
月　

承
認
済
み
、
二
十
八
日

〔
語
意
・
語
法
〕

①
松
平
九
郎
左
衛
門
組
志
賀
九
郎
右
衛
門 

共
に
役
儀
不
明
。
兔

角 

何
か
に
つ
け
て
。
得
て
し
て
。
爾
々
（
確し

か
し
か々

）
物
事
が
望
ま
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し
い
方
向
に
ど
ん
ど
ん
進
む
さ
ま
。
無
人 

人
手
の
な
い
こ
と
。

罷
在
「
罷
」
は
他
の
動
詞
の
上
に
付
き
、
そ
の
複
合
し
た
動
詞
を

丁
重
に
い
う
。
甚
以
「
以
」
は
強
調
。
可
仕
旨
「
可
」
は
話
者
の

意
志
。
こ
こ
で
は
そ
の
状
態
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。「
旨
」
は
も

の
ご
と
の
意
味
・
内
容
。

②
差
遣
「
差
」
は
接
頭
語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り

す
る
語
。「
遣
」
は
上
位
者
が
人
を
派
遣
す
る
。
為
仕
度
「
為
」

は
使
役
。「
仕
」
は
「
す
る
」
を
丁
重
に
い
う
。
奉
存
「
奉
」
は

補
助
動
詞
と
し
て
謙
譲
表
現
を
作
る
。
此
段「
段
」は「
こ
と
」。「
…

の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。

筆
者
は
「
統
合
の
段
」
と
称
す
る
。
被
成
下 
し
て
下
さ
い
ま
す

よ
う
に
。「
被
」
は
敬
語
。
為
仕
度
「
為
」
は
使
役
を
表
す
助
動

詞
。「
仕
」
は
「
す
る
」
を
丁
重
に
い
う
。「
度
」
は
話
し
手
の
願

望
。
四
月 

安
政
五
年
か
六
年
。

③
近
藤
正
左
衛
門 

友
ケ
嶋
奉
行
配
下
の
ど
う
い
う
役
儀
か
は
分

か
ら
な
い
。
不
申
趣
「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
（「
勝
」）

を
改
ま
っ
て
表
現
し
た
り
、敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。「
趣
」は
、

同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄

の
方
向
。
五
月 

安
政
五
年
か
六
年
。

⑤
佐
野
彦
大
夫 

役
儀
不
明
。
一
類
之
内
…
申
参 

彦
大
夫
が
和
歌

山
の
一
類
共
に
伝
え
て
き
た
内
容
。「
一
類
」
は
親
類
。「
越
」
は

行
く
。
来
る
。

⑥
一
八 

惣
領
が
彦
大
夫
の
甥
な
の
だ
か
ら
、
一
八
は
彦
大
夫
の

兄
か
弟
。
惣
領
「
惣
」
の
「
牛
」
が
縦
画
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

同
苗
「
苗
」
の
く
さ
か
ん
む
り
は
、
縦
画
・
横
画
・
縦
画
の
形
が

く
ず
れ
て
い
る
の
で
読
み
に
く
い
。
同
人
居
御
長
屋
ニ
罷
在 

彦

大
夫
の
所
在
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
挿
入
句
だ
が
意
味
が
取
り
に

く
い
。「
…
罷
在
候
ニ
付
、
其
所
ニ
而
粂
三
郎
」
か
。
居
御
長
屋 

貸
与
さ
れ
、
そ
こ
を
生
活
の
本
拠
に
し
て
い
る
藩
の
長
屋
の
こ
と

か
。
七
月 

安
政
五
年
か
六
年
。
廿
八
日
「
日
」
を
点
で
書
い
て

い
る
。
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【
看
病
二
】

〔
釈
文
〕

⑦　
　
　
　
　
　
　

山
本
理
左
衛
門
組

実
家
兄
、
元　
　
　
　
　
　

成
瀬
十
左
衛
門

田
辺
与
力
浅
井
玄
蕃
儀
、
先
達
而

飛
驒
守
殿
より
永
之
暇
ニ
相
成
浪
人
仕
候
処
、

⑧
同
人
親
楓
台
儀
者
私
実
父
ニ
而

御
座
候
、
其
以
来
日
高
郡
嶋
村
ニ
住
居

仕
御
座
候
処
、
及
極
老
其
上
病
気
ニ
罷
在

介
抱
仕
候
者
も
無
御
座
候
付
、
此
節
私
手
前
江

引
取
病
気
養
生
為
仕
度
旨
願

　
　

五
月　

聞
届
済
ス　

十
五
日

⑨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
ス

妻
儀
病
気
ニ　
　
　
　
　
　
　
　

林
一
十
郎

罷
在
候
処
私
儀
老
年
、
介
抱
行
届

兼
候
付
、
在
江
戸
惣
領
同
苗
一
平
太
を

看
病
御
暇
願
相
済
呼
寄
、
七
月
廿
一
日

江
戸
表
出
立
八
月
七
日
帰
着
仕
候
、
⑩
以
来

〔
読
み
下
し
文
〕

⑦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
理
左
衛
門
組

実
家
兄
、
元　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
瀬
十
左
衛
門

田
辺
与
力
浅
井
玄
蕃
儀
、
先
達
て

飛
驒
守
殿
よ
り
永
之の

暇い
と
まに

相
成
り
浪
人
仕
り
候
処
、

⑧
同
人
親
楓ふ

う
だ
い台
儀
は
私
実
父
に
て

御
座
候
、
そ
れ
以
来
日
高
郡
嶋
村
に
住
居

仕
り
御
座
候
処
、
極
老
に
及
び
そ
の
上
病
気
に
罷
り
在
り

介
抱
仕
り
候
者
も
御
座
無
く
候
に
付
き
、
こ
の
節
私
手
前
へ

引
き
取
り
病
気
養
生
仕
ら
せ
度
き
旨
願
い

　
　

五
月　

聞
き
届
け
済
す　

十
五
日

⑨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
出
だ
す

妻
儀
病
気
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
一
十
郎

罷
り
在
り
候
処
私
儀
老
年
、
介
抱
行
き
届
き

兼
ね
候
に
付
き
、
在
江
戸
惣
領
同
苗
一
平
太
を

看
病
御
暇
願
い
相
済
せ
呼
び
寄
せ
、
七
月
廿
一
日

江
戸
表
出
立
八
月
七
日
帰
着
仕
り
候
、
⑩
以
来
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⑧ ⑦
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⑩

⑨
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昼
夜
介
抱
為
仕
最
早
八
十
日
ニ
も
相
成
候
得
共
、

兔
角
爾
々
不
仕
候
付
今
暫
看
病
為
仕
度
願

　
　

十
月　

聞
届
済
ス　

廿
五
日

〔
文
意
例
〕

⑦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
理
左
衛
門
組

実
家
の
兄
は
元　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
瀬
十
左
衛
門

田
辺
与
力
浅
井
玄
蕃
で
す
が
、
先
達
て

（
安
藤
）
飛
驒
守
殿
か
ら
召
し
放
た
れ
浪
人
致
し
て
お
り
ま
す
。

⑧
同
人
（
玄
蕃
）
の
親
楓
台
は
私
の
実
父
で

し
て
、
そ
れ
（
兄
が
召
し
放
た
れ
て
）
以
来
日
高
郡
嶋
村
に
居
住

昼
夜
介
抱
仕
ら
せ
（
為せ
レ

仕
つ
か
ま
つ（
ら
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
早
八
十
日
に
も
相
成
り
候
え
ど
も
、

兔
角
爾し

か
し
か々

仕
ら
ず
候
に
付
き
今
暫
く
看
病
仕
ら
せ
度
き
願
い

　
　

十
月　

聞
き
届
け
済
す
、
廿

に
じ
ゅ
う

五
日
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し
て
い
ま
す
。
八
十
に
な
り
、
そ
の
上
病
気
で

介
抱
致
す
者
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
度
私
の
手
元
に

引
き
取
り
病
気
の
治
療
を
致
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
。

　

五
日　

承
認
済
み　

十
五
日

⑨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
人
が
提
出

妻
の
こ
と
で
す
が
、
病
気
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
一
十
郎

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
私
が
七
十
を
越
え
看
病
が
行
き
届
き

か
ね
ま
す
。
在
江
戸
の
惣
領
同
苗
一
平
太
を

看
病
御
暇
願
い
い
た
し
、
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
の
で
（
和
歌
山
に
）
呼
び
寄
せ
、
七
月
二
十
一
日

江
戸
を
出
立
、
八
月
七
日
帰
着
致
し
ま
し
た
。
⑩
そ
れ
以
来

昼
夜
看
病
致
さ
せ
最
早
八
十
日
に
も
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

（
妻
は
）
ど
う
に
も
は
か
ば
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
暫
く
看
病
致
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　

十
月　

承
認
済
み
、
二
十
五
日

〔
語
意
・
語
法
〕

⑦
山
本
理
左
衛
門
組
成
瀬
十
左
衛
門 

理
左
衛
門
は
大
番
頭
か
。

十
左
衛
門
は
大
番
か
。「
左
」
が
両
方
と
も
横
画
を
書
い
て
い
な

い
。
田
辺
与
力 

田
辺
を
知
行
す
る
紀
州
藩
付つ
け

家が

老ろ
う

安
藤
氏
が
預

る
、
紀
州
藩
の
大お
お

番ば
ん

。
藩
の
直
臣
を
与
え
る
こ
と
で
安
藤
氏
の
扱

い
が
別
格
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
新
宮
を
知
行
す
る
付
家
老
水

野
氏
が
預
か
る
藩
大
番
は
新
宮
与
力
。
飛
驒
守
殿
より
永
之
暇
ニ
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４　

妻
幼
少
に
付
き
同
居

【
屋
敷
一
】

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　

池
田
喜
右
衛
門
組

屋
敷
御
座
候
得
共　
　

上
野
嘉
蔵

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
喜
右
衛
門
組

屋
敷
御
座
候
え
ど
も　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
嘉
蔵

相
成 

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
六
月
の
田
辺
与
力
騒
動
の
こ
と
。

海
防
上
の
理
由
か
ら
田
辺
与
力
・
新
宮
与
力
を
、
そ
れ
ぞ
れ
安
藤

家
・
水
野
家
直
臣
に
組
み
込
も
う
と
し
、
こ
れ
に
あ
く
ま
で
反
対

し
た
古
参
の
田
辺
与
力
二
十
人
が
御
暇
（
召
し
放
た
れ
る
こ
と
）

と
な
っ
た
事
件
。「
飛
驒
守
」
は
安
藤
飛
驒
守
直
裕
。

⑧
楓
台 

隠
居
名
。
極
老 

八
十
歳
の
こ
と
。
日
高
郡
嶋
村 

御
坊
市

島
。
仕
度
「
度
」
は
く
ず
し
す
ぎ
て
読
み
に
く
い
。
五
月 

安
政

七
年
。

⑨
林
一
十
郎 

役
儀
不
明
。
老
年 

七
十
の
こ
と
か
。
十
月 

安
政
七

年
。

　

屋
敷
地
は
藩
の
領
有
で
す
。
家
臣
は
藩
か
ら
拝
領
し
て
居
住
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
拝
領
」
と
い
っ
て
も
居
住
権
を
与
え

ら
れ
た
だ
け
で
、
不
用
に
な
れ
ば
「
差
上
」（
返
却
）
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。
一
方
建
物
は
家
臣
が
自
力
で
建
て
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
然
そ
の
家
臣
の
所
有
物
で
す
。
屋
敷
地
が
不
用
に
な
っ

て
「
差
上
」
た
時
、
家
臣
の
所
有
物
で
あ
る
建
物
は
、
そ
の
屋
敷

地
を
次
に
拝
領
し
た
家
臣
に
「
相
対
」（
売
却
）
と
な
り
ま
す
。

現
代
で
は
借
地
に
借
地
人
が
家
を
建
て
た
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
理

解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
大
方
家
臣
は
窮
乏
し
、
借
金
ま
み
れ
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
か
ら
、
屋
敷
の
「
修
復
」（
修
繕
）
に
ま
で
は
手

が
回
ら
ず
、
ど
う
や
ら
崩
壊
寸
前
の
建
物
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
。
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①

②
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妻
儀
幼
少
ニ
罷
在
候
付
取
締
等
甚

差
支
候
付
、
先
達
而
奉
願
実
父
松
尾

妻
儀
幼
少
に
罷
り
在
り
候
に
付
き
取
締
り
等
甚
だ

差
し
支
え
候
に
付
き
、
先
達
て
願
い
奉
り
実
父
松
尾

③
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又
左
衛
門
方
江
同
居
仕
罷
在
候
処
、
②
其
後

私
屋
敷
、
斉
藤
八
郎
大
夫
屋
敷
与
相
対

替
願
相
済
候
付
私
屋
敷
へ
引
移
可
申

筈
之
処
、
極
及
大
破
住
居
難
仕
其
上

妻
儀
未
若
年
ニ
罷
在
、
旁
奉
願

是
迄
之
通
実
父
方
ニ
同
居
仕
罷
在
候
、

③
是
迄
ニ
も
屋
敷
修
覆
仕
候
筈
之
処
兼
而

勝
手
不
如
意
ニ
罷
在
未
修
覆
等
得

不
仕
候
処
、
実
父
方
同
居
差
支
之
品
御
座

候
間
、
私
屋
敷
修
覆
仕
候
迄
之
内
当
分
町
宅

住
居
仕
度
旨
願

　
　

二
月　

聞
届
済
ス　

廿
日

〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
喜
右
衛
門
組

屋
敷
が
あ
る
の
で
す
が
、　　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
嘉
蔵

妻
が
幼
少
で
家
政
等
が
甚
だ

差
し
支
え
ま
す
。
先
達
て
（
藩
に
）
お
願
い
致
し
実
父
松
尾

又
左
衛
門
方
へ
同
居
致
し
て
お
り
ま
す
。
②
そ
の
後

又
左
衛
門
方
へ
同
居
仕
り
罷
り
在
り
候
処
、
②
其そ

の

後

私
屋
敷
、
斉
藤
八
郎
大
夫
屋
敷
と
相
対

替
え
願
い
相
済
ま
せ
候
に
付
き
私
屋
敷
へ
引
き
移
り
申
す
べ
き

筈
之の

処
、
極
め
て
大
破
に
及
び
住
居
仕
り
難
く
其そ

の

上

妻
儀
未
だ
若
年
に
罷
り
在
り
、
旁

か
た
が
た

願
い
奉
り

是こ
れ

迄
之の

通
り
実
父
方
に
同
居
仕
り
罷
り
在
り
候
、

③
是
迄
に
も
屋
敷
修
覆
仕
り
候
筈
之の

処
兼
て

勝
手
不ふ

如に
ょ

意い

に
罷
り
在
り
未
だ
修
覆
等
得え

仕
ら
ず
候
処
、
実
父
方
同
居
差
し
支
え
之の

品
御
座

候
間
、
私
屋
敷
修
覆
仕
り
候
ま
で
之の

内
当
分
町ま
ち

宅た
く

住
居
仕
り
度
き
旨
願
い

　
　

二
月　

聞
き
届
け
済
す　

廿は
つ

日か
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私
の
屋
敷
を
斉
藤
八
大
夫
の
屋
敷
と
交
換

す
る
願
い
を
お
認
め
下
さ
り
（
相
対
替
も
終
わ
り
）
私
の
（
新
し
い
）
屋
敷
へ
引
き
移
る
つ
も
り

な
の
で
す
が
、（
屋
敷
が
）
極
め
て
大
破
し
て
お
り
ま
し
て
居
住
が
困
難
な
の
で
す
。
そ
の
上

妻
が
未
だ
若
年
で
し
て
、
再
び
お
願
い
申
し
、

こ
れ
ま
で
通
り
実
父
方
に
同
居
致
し
て
お
り
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
に
も
屋
敷
を
修
繕
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
以
前
か
ら

家
計
が
苦
し
く
て
未
だ
修
繕
等
と
て
も

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
実
父
方
の
同
居
も
差
し
支
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
私
の
屋
敷
が
修
繕
で
き
る
ま
で
の
間
当
分
町
人
地
の
借
家
に

居
住
致
し
た
い
と
の
願
い
。

　
　

二
月　

承
認
済
み　

二
十
日

〔
語
意
・
語
法
〕

①
池
田
喜
右
衛
門
組
上
野
嘉
蔵 

共
に
役
儀
不
明
。
候
得
共
「
得え

」

は
平
仮
名
「
え
（
へ
）」。「
候さ

ぶ
らふ

」
の
語
尾
変
化
「
候さ

ぶ
らへ

」
の
「
へ
」。

「
共
」
は
「
ど
も
」
の
当
て
字
。
取
締 

家
政
。
炊
事
・
掃
除
・
洗

濯
・
裁
縫
等
の
家
事
一
般
ば
か
り
で
な
く
、
家
計
管
理
や
奉
公
人

の
監
督
な
ど
の
役
務
の
方
を
強
調
し
た
も
の
か
。

②
相
対
替 

屋
敷
地
の
交
換
。
屋
敷
地
は
藩
か
ら
の
拝
借
。
屋
敷

は
拝
借
人
が
自
力
で
建
て
る
の
で
拝
借
人
の
所
有
。
相
済 

願
い

出
の
一
連
の
流
れ
、
願
い
出
と
許
可
と
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
相
対

替
。
可
申
筈
「
可
」
は
話
者
の
意
志
。
こ
こ
で
は
引
き
移
ろ
う
と

思
う
。
相
対
替
え
で
何
ら
か
の
引
き
移
る
条
件
が
出
来
た
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。「
申
」
は
補
助
動
詞
。「
筈
」
は
道
理
、理
屈
、

筋
道
、
予
定
、
手
筈
。
旁
奉
願
「
旁
」
は
つ
い
で
に
。
か
ね
て
。
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【
屋
敷
二
】

〔
釈
文
〕

④　
　
　
　
　
　

速
水
半
兵
衛
組

屋
敷
及
大
破
候
処　
　
　

上
野
嘉
蔵

兼
々
勝
手
不
如
意
ニ
罷
在
修
覆
等
難

行
届
難
儀
仕
候
付
、
屋
敷
地
差
上
申
度
、

⑤
尤
右
地
面
之
内
ニ
拾
五
坪
程
之
建
物

御
座
候
付
、
被
下
置
候
ハ
ヽ
何
れ
江
成
と
も

相
対
仕
度
旨
願

　
　

九
月

⑥　
　
　
　

平
井
助
左
衛
門
組
組
頭

勝
手
不
如
意
ニ　
　
　

福
富
平
左
衛
門

罷
在
、
天
保
十
五
辰
年
屋
敷
地
差
上

家
作
相
対
仕
、
当
時
借
宅
住
居
仕
候
処

〔
読
み
下
し
文
〕

④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

速
水
半
兵
衛
組

屋
敷
大
破
に
及
び
候
処　
　
　
　
　

上
野
嘉
蔵

兼か
ね
が
ね々

勝
手
不
如
意
に
罷
り
在
り
修
覆
等

行
き
届
き
難
く
難
儀
仕
り
候
に
付
き
、屋
敷
地
差
し
上
げ
申
し
度
く
、

⑤
尤

も
っ
と
も

右
地
面
之の

内
に
拾
五
坪
程
之
建
物

御
座
候
に
付
き
、
下
し
置
か
れ
（
被れ
二
下く
だ（
し
）

　

置お
（
か
）

一
）
候
は
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
れ
へ
成
り
と
も

相
対
仕
り
度
き
旨
願
い

　
　

九
月

⑥　
　
　
　
　
　
　

平
井
助
左
衛
門
組
組
頭

勝
手
不
如
意
に　
　
　
　
　
　

福
富
平
左
衛
門

罷
り
在
り
、
天
保
十
五
辰
年
屋
敷
地
差
し
上
げ

こ
こ
で
は
さ
ら
に
。
今
一
度
。
こ
の
願
い
文
に
は
実
に
四
つ
の
願

い
が
出
て
い
る
。
①
の
「
奉
願
」
は
実
父
と
の
同
居
。
さ
ら
に
②

の
「
相
対
替
願
」。「
奉
願
」
も
実
父
と
の
同
居
。
③
の
「
願
」
は

町
宅
住
居
。

③
得
不
仕
「
得
」
は
あ
と
に
否
定
の
表
現
を
と
も
な
っ
て
、「
と

て
も
…
で
き
な
い
」。
町
宅 

町
人
他
の
借
家
。
二
月 

安
政
四
年
。
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至
而
間
狭
ニ
而
差
支
難
儀
仕
候
付
、
⑦
此
度

上
野
嘉
蔵
差
上
候
屋
敷
地
拝
借
仕
度

奉
願
候
、
尤
拝
借
被
仰
付
儀
ニ
御
座
候
ハ
ヽ

家
作
相
対
仕
り
、
当
時
借
宅
住
居
仕
り
候
処

至
っ
て
間ま

狭ぜ
ま

に
て
差
し
支
え
難
儀
仕
り
候
に
付
き
、
⑨
此こ
の

度

上
野
嘉
蔵
差
し
上
げ
候
屋
敷
地
拝
借
仕
り
度
く

④⑤
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⑦

⑥
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家
作
者
相
対
可
仕
旨

　
　

十
月　

十
一
月
十
日
出
ニ
江
戸
江

〔
文
意
例
〕

④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

速
水
半
兵
衛
組

屋
敷
が
非
常
に
傷
ん
で
い
る
の
で
す
が　
　
　
　
　

上
野
嘉
蔵

以
前
か
ら
家
計
が
う
ま
く
い
か
ず
修
繕
等
も

行
き
届
か
ず
難
儀
致
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
（
拝
借
し
た
）
屋
敷
地
を
お
返
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

⑤
な
お
、
右
の
土
地
の
中
に
十
五
坪
程
の
建
物
が

あ
り
ま
す
が
、（
こ
の
建
物
を
）
お
与
え
下
さ
れ
ば
誰
へ
な
り
と

売
却
致
し
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　

九
月

⑥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井
助
左
衛
門
組
組
頭

家
計
が
う
ま
く
い
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
富
平
左
衛
門

ま
せ
ん
。
天
保
十
五
年
（
拝
借
し
て
い
た
）
屋
敷
地
を
お
返
し
し

建
物
を
売
却
致
し
、
今
は
借
家
に
居
住
致
し
て
お
り
ま
す
が

大
変
狭
く
て
支
障
が
あ
り
困
っ
て
い
ま
す
。
⑦
こ
の
度

願
い
奉
り
候
、
尤

も
っ
と
も

拝
借
仰
せ
付
け
ら
る
儀
に
御
座
候
は
ば

家
作
は
相
対
仕
る
可べ

き
旨

　
　

十
月　

十
一
月
十
日
出
で
に
江
戸
へ
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上
野
嘉
蔵
が
お
返
し
し
た
屋
敷
地
を
拝
借
致
し
た
く

お
願
い
申
し
ま
す
。
な
お
、
拝
借
を
お
許
し
下
さ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
な
ら
ば
、

建
物
は
買
い
取
り
致
し
た
い
と
い
う
（
願
い
）。

　
　

十
月　

十
一
月
十
日
の
差
し
出
し
で
江
戸
へ
（
送
っ
た
）

〔
語
意
・
語
法
〕

④
速
水
半
兵
衛 

役
儀
不
明
。「
衛
」
を
縦
画
三
画
で
書
い
て
し
ま

っ
て
い
る
。
差
上
申 

拝
領
屋
敷
の
差
し
上
げ
な
の
だ
か
ら
返
還
。

「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
（「
差
上
」）
を
改
ま
っ
て
表
現

し
た
り
、
敬
っ
て
表
現
し
た
り
す
る
。

⑤
被
下
置 

そ
の
「
建
物
」
は
上
野
嘉
蔵
の
所
有
な
の
だ
が
、
屋

敷
地
を
差
し
上
げ
る
形
式
上
、
屋
敷
地
と
分
離
し
て
、
建
物
は
お

与
え
下
さ
れ
ば
と
い
う
文
言
を
入
れ
て
い
る
。「
下
」
は
与
え
る
。

「
置
」
は
補
助
動
詞
の
よ
う
に
用
い
、
続
け
る
意
を
表
す
。
何
れ

「
連
」
は
ひ
ら
が
な
の
「
れ
」
の
こ
と
。
相
対 

売
り
手
と
買
い

手
の
間
で
の
直
接
取
引
。
九
月 

安
政
五
年
。

⑥
平
井
助
左
衛
門
組
組
頭
福
富
平
左
衛
門 

助
左
衛
門
は
城
代
。

平
左
衛
門
は
城
代
与
力
組
頭
か
。
家
作 

建
物
。
間
狭 

部
屋
な
ど

が
狭
い
こ
と
。

⑦
家
作
者
相
対 

こ
こ
で
上
野
嘉
蔵
の
建
物
に
買
い
手
が
現
れ
た
。

可
仕 

相
対
に
し
ま
す
。「
可
」
は
話
者
の
意
志
を
表
す
助
動
詞
。

「
仕
」
は
「
す
る
」
を
丁
重
に
い
う
。
十
月 

安
政
五
年
。
江
戸
江 

和
歌
山
で
判
断
で
き
ず
に
、
参
勤
交
代
で
江
戸
に
い
る
藩
主
（
藩

中
枢
）
の
元
に
送
っ
た
。
く
ず
れ
て
い
て
読
み
に
く
い
。
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５　

開
帳
に
付
き
軽
業

【
寺
社
一
】

〔
釈
文
〕

①　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
ス

越
中
新
川
郡　
　
　
　
　

真
光
寺

水
橋
村
照
蓮
寺
二
男
藤
丸
、
年
齢

十
六
歳
を
養
子
ニ
貰
請
度
願

　
　

正
月

②　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

根
来
寺
役
者

此
度
本
尊　
　
　
　
　
　
　

荘
厳
院

不
動
明
王
開
帳
願
相
済
候
付
、
右

〔
読
み
下
し
文
〕

①　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
だ
す

越
中
新
川
郡　
　
　
　
　

真
光
寺

水
橋
村
照
蓮
寺
二
男
藤
丸
、
年
齢

十
六
歳
を
養
子
に
貰
い
請
け
度
き
願
い

　
　

正
月

②　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
来
寺
役
者

此こ
の
た
び度

本
尊　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
厳
院

不
動
明
王
開
帳
願
い
相
済
ま
せ
候
に
付
き
、
右

　

家
臣
か
ら
の
願
い
を
書
き
留
め
て
あ
る
「
願
達
留
」
な
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
「
寺
社
」
の
項
ま
で
設
け
て
あ
り
ま
す
。
寺
社
に

は
知
行
も
与
え
る
の
で
す
か
ら
、武
家
の
扱
い
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

武
家
同
様
に
養
子
や
湯
治
の
ほ
か
、
開
帳
・
修
復
の
人
集
め
を
目

的
に
し
た
興
行
な
ど
の
願
い
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。
内
容
ご
と
に

項
目
を
立
て
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
を
「
寺
社
」
一
項
目
に
書

き
出
し
て
い
ま
す
。
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為
賑
、
於
境
内
軽
業
壱
ケ
所
、

俄
手
踊
狂
言
壱
ケ
所
、
見
世
物
二
ケ
所

興
行
願

　

辰

　
　

十
二
月　

聞
届
済
ス
、
二
月
廿
五
日

③　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
三
井
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

文
政
九
戌
年
当
院　
　
　
　
　
　

英
旭

①

賑に
ぎ
わい

の
た
め
、
境
内
に
於
い
て
軽か

る
わ
ざ業

壱
か
所
、

俄に
わ
か

手
踊
狂
言
壱
か
所
、
見み

せ世
物も

の

二
か
所

興
行
願
い

　

辰

　
　

十
二
月　

聞
き
届
け
済
す
、
二
月
廿

に
じ
ゅ
う

五
日

③　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
三
井
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

文
政
九
戌い
ぬ

年
当
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英え
い

旭
き
ょ
く
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②
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③
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住
職
被
仰
付
、
当
年
迄

三
十
二
年
在
住
仕
、
年
七
十
一
歳
ニ
相
成
、

及
老
年
諸
寺
役
難
相
勤
候
儀
ニ
付
、
寺
内

隠
居
仕
度
、
後
住
之
儀
者
直
弟
院
代

放
光
院
雄
尊
江
被
仰
付
被
下
候
様
願

　
　

正
月　

聞
届
済
ス
、
二
月
廿
五
日

〔
文
意
例
〕

①　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
が
提
出

越
中
新
川
郡　
　
　
　
　
　
　
　

真
光
寺

水
橋
村
照
蓮
寺
二
男
藤
丸
、
年
齢

十
六
歳
を
養
子
に
貰
い
請
け
度
い
と
い
う
願
い
。

　
　

正
月

②　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
来
寺
役
人

こ
の
度
本
尊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
厳
院

不
動
明
王
の
開
帳
願
い
を
済
ま
せ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

人
出
が
多
く
な
る
よ
う
に
、
境
内
で
軽
業
一
か
所
、

住
職
仰
せ
付
け
ら
れ
（
被ら

れ
二

仰お
お（
せ
）

  

付つ（
け
）一
）、
当
年
迄

三
十
二
年
在
住
仕
り
年
七
十
一
歳
に
相
成
り
、

老
年
に
及
び
諸
寺
役
相
勤
め
難
く
候
儀
に
付
き
、
寺
内

隠
居
仕
り
度
く
、
後
住
之の

儀
は
直じ
き
て
い弟
院
代

放
光
院
雄
尊
へ
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
れ
（
被れ
レ
下

く
だ（
さ
））

候
様
願
い

　
　

正
月　

聞
き
届
け
済
す
、
二
月
廿
五
日
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俄
手
踊
狂
言
一
か
所
、
見
世
物
二
か
所
の

興
行
願
い
。

　

辰

　
　

十
二
月　

承
認
済
み
、
二
月
二
十
五
日

③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
三
井
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
国
院

文
政
九
戌
年
当
護
国
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
旭

住
職
を
命
じ
ら
れ
、
今
年
迄

三
十
二
年
在
住
致
し
ま
し
た
。
年
も
七
十
一
歳
で

老
年
と
な
っ
た
の
で
、
様
々
な
寺
の
役
務
を
勤
め
る
の
も
困
難
な
た
め
寺
内
で

隠
居
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
継
住
職
は
直
弟
子
の
護
国
院
代
理

放
光
院
雄
尊
へ
御
命
じ
下
さ
い
ま
す
様
に
と
い
う
願
い
。

　
　

正
月　

承
認
済
み
、
二
月
廿
五
日

〔
語
意
・
語
法
〕

①
寺
社
奉
行
出
ス 

寺
社
か
ら
の
願
い
出
を
受
け
た
寺
社
奉
行
が

差
し
出
し
た
。
真
光
寺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。
和
歌
山
新
中
通

四
丁
目
。
養
子 

単
な
る
養
子
。
後
継
住
職
を
願
っ
た
も
の
で
は

な
い
。
貰
請
度
願 

寺
社
か
ら
の
願
い
は
「
奉
願
候
」
と
記
し
て

あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
寺
社
奉
行
が
記
し
て
御
用
部
屋
に
提

出
し
て
い
る
の
で
、「
貰
請
度
願
」
と
い
う
伝
聞
の
形
を
と
る
。
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【
寺
社
二
】

〔
釈
文
〕

④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
熊
野
新
宮
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
験
・
家
内
共

困
窮
御
救
願　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
拾
五
人

正
月 

安
政
四
年
。

②
根
来
寺
役
者
荘
厳
院
「
役
者
」
は
役
人
。
根
来
寺
の
知
行
地
に

対
す
る
支
配
の
役
務
を
担
っ
て
い
た
の
が
子
院
で
あ
る
荘
厳
院
。

開
帳
願
相
済
候
付 
本
尊
不
動
明
王
の
開
帳
願
い
は
す
で
に
別
途

終
え
、
こ
れ
は
興
行
願
い
。「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
為
賑 

開
帳
の
人
出
を
増
や
す
た
め
。
興
行
収
入
も
ね
ら
っ
て
い
る
。
町

と
は
異
な
り
、
開
帳
や
祭
り
の
際
に
行
わ
れ
る
興
行
は
、
村
に
生

き
る
人
々
に
と
っ
て
年
に
何
回
か
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
寺
社
は
宗
教
施
設
な
の
だ
が
、
庶
民
に
と
っ
て
は
観
光
施

設
で
も
あ
っ
た
。
軽
業 

竹
竿
乗
り
・
綱
渡
り
・
駕
籠
抜
け
な
ど

の
曲
芸
。
俄
手
踊
狂
言 

手
踊
り
の
入
っ
た
滑
稽
な
寸
劇
と
い
う

こ
と
か
。「
俄
狂
言
」
は
、
座
敷
や
街
頭
な
ど
で
行
わ
れ
た
即
興

的
で
滑
稽
な
寸
劇
。「
手
踊
」
は
、
祭
り
舞
台
や
寄
席
な
ど
で
三

味
線
に
つ
れ
て
す
る
踊
り
。
見
世
物 

動
物
や
、
駕
籠
で
作
っ
た

人
物
像
・
干
物
の
仏
像
・
生
き
て
い
る
人
に
見
え
る
生
き
人
形
な

ど
、珍
し
い
出
し
物
。辰
十
二
月 

前
年
安
政
三
年
。聞
届
済
ス
「
聞

届
」
は
許
可
を
す
る
。「
済
ス
」
は
決
裁
済
み
。

③
護
国
院 

紀
三
井
山
金
剛
宝
寺
子
院
の
院
号
。
同
時
に
住
職
の

院
号
で
も
あ
る
。
被
仰
付
（
藩
が
）
御
命
じ
に
な
る
。「
被
」
は

敬
語
。
受
身
で
は
な
い
。
後
住
「
ご
じ
ゅ
う
」
あ
る
い
は
「
こ
う

じ
ゅ
う
」。
後
継
の
住
職
。
直
弟 

す
ぐ
下
の
弟
。
ま
た
は
直
弟
子
。

こ
こ
は
直
弟
子
か
。
院
代
「
代
」
は
代
理
。
放
光
院
が
現
住
職
護

国
院
代
（
理
）
の
役
に
す
で
に
就
い
て
い
る
。
被
仰
付
被
下 

御

命
じ
下
さ
る
。「
被
」
は
ど
ち
ら
も
敬
語
。
正
月 

安
政
四
年
。

〔
読
み
下
し
文
〕

④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
出
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
熊
野
新
宮
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修し
ゅ

験げ
ん

・
家
内
共ど
も

困
窮
御
救
い
願
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
五
人
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④



－ 93 －

⑤

⑥
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十
一
月

　

右
御
勘
定
奉
行
江
申
見
さ
せ
候
処
、
願
之
趣
無
余
儀

　

相
聞
候
、
日
数
三
十
日
分
、
一
人
一
日
弐
合
ツ
ヽ
御
救
米

　

被
下
可
然
旨
申
出
候
付
、
其
趣
書
取
、
司
農
江

　

申
合
宜
取
計
候
旨
背
張
を
以
寺
社
奉
行
江

　

申
聞
候
事　

十
二
月
二
日

⑤　
　
　
　
　
　
　

日
高
郡
嶋
村

本
堂
修
覆
為　
　
　
　
　
　

善
妙
寺

助
成
午
二
月
上
旬
より
晴
雨
四
七
日
之
間

在
来
之
法
物
披
露
、
右
為
賑
豊
年

手
踊
興
行
願

　
　

巳
八
月　

⑥
日
数
之
内
廿
日
相
済
候
様
寺
社
司

　
　
　
　
　
　

午
二
月
十
日
ニ
談
出
候
付
、
左
之
通
背
張
ニ
而
申
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　

書
面
談
之
通
、
日
数
廿
日

　
　
　
　
　
　
　

相
済
せ
候
様

　
　

十
一
月

　

右
御
勘
定
奉
行
へ
申
し
見
さ
せ
候
処
、
願
い
之の

趣
余
儀
無
く

　

相
聞
え
候
、
日
数
三
十
日
分
、
一
人
一
日
弐
合
ず
つ
御
救
い
米

　

下
さ
れ
然
る
べ
き
旨
申
し
出
で
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其そ
の

趣
書
き
取
り
、
司
農
へ

　

申
し
合
わ
せ
宜
し
く
取
り
計
ら
い
候
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

背
張
を
以
っ
て
寺
社
奉
行
へ

　

申
し
聞
け
候
事　

十
二
月
二
日

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
高
郡
嶋
村

本
堂
修
覆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
妙
寺

助
成
の
た
め
午
二
月
上
旬
よ
り
晴
雨
四し

七な
ぬ

日か

之の

間

在
来
之
法ほ

う
も
つ物
披
露
、
右
賑
い
の
た
め
豊
年

手
踊
り
興
行
願
い

　
　

巳
八
月　

⑥
日
数
之
内
廿
日
相
済
せ
候
様
寺
社
司

　
　
　
　
　
　

午
二
月
十
日
に
談
じ
出
で
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
之
通
り
背
張
に
て
申
し
聞
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　

書
面
談
じ
之
通
り
、
日
数
廿
日

　
　
　
　
　
　
　

相
済
せ
候
様
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〔
文
意
例
〕

④　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
熊
野
新
宮
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
験
・
家
内
共

困
窮
お
救
い
願
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
五
人

　
　

十
一
月

　

右
の
願
い
を
勘
定
奉
行
に
（
考
え
を
）
言
っ
て
み
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
願
い
の
内
容
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
の

　

様
で
、
日
数
三
十
日
分
、
一
人
一
日
二
合
ず
つ
の
御
救
い
米
を

　

お
与
え
に
な
っ
て
当
然
で
あ
る
と
申
し
出
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
書
き
取
り
、
勘
定
奉
行
と

　

相
談
の
上
適
宜
取
り
計
ら
う
よ
う
「
背
張
」
で
寺
社
奉
行
へ

　

お
伝
え
申
し
た
。　

十
二
月
二
日

⑤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
高
郡
嶋
村

本
堂
修
繕
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
妙
寺

助
成
の
た
め
に
、
午
二
月
上
旬
よ
り
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
二
十
八
日
の
間

寺
内
に
あ
る
宝
物
を
披
露
し
、
そ
の
人
出
を
増
や
す
た
め
豊
年

手
踊
り
興
業
願
い
。

　
　

巳
八
月　

⑥
（
願
い
の
）
日
数
の
内
二
十
日
で
済
ま
せ
る
様
寺
社
奉
行
は
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午
年
二
月
十
日
に
意
見
を
申
し
述
べ
て
き
た
の
で
、
左
の
通
り
「
背
張
」
で
告
知
申
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　

書
面
の
意
見
の
通
り
、
日
数
は
二
十
日
で

　
　
　
　
　
　
　

済
ま
せ
る
様
。

〔
語
意
・
語
法
〕

④
修
験
家
内
「
修
験
」
は
修
験
道
の
指
導
者
。
山
伏
。「
家
内
」

は
こ
こ
で
は
共
に
暮
ら
す
者
。
弟
子
。
奉
公
人
。
十
一
月 

安
政

四
年
か
。
申
見
さ
せ
（
寺
社
奉
行
か
ら
）
言
っ
て
み
さ
せ
る
。「
さ

せ
（
為
）」
は
使
役
。
願
之
趣
「
趣
」
は
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
。

こ
う
い
う
文
字
は
意
味
を
取
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
あ
る
い
は
、

定
型
の
語
で
意
味
は
分
か
る
か
ら
、「
衛
」「
候
」
の
よ
う
に
気
易

く
分
か
り
に
く
い
く
ず
し
字
を
書
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。
相
聞 

理
解
で
き
る
。
判
断
で
き
る
。「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
被

下 

藩
が
修
験
・
家
内
共
に
御
救
い
米
を
お
与
え
に
な
る
。「
被
」

は
敬
語
。「
下
」は
与
え
る
。可
然 

そ
う
す
べ
き
だ
。当
然
だ
。「
可
」

は
話
者
の
意
志
。「
然
」
は
そ
う
で
あ
る
。
申
出 

勘
定
奉
行
が
申

し
出
る
。
其
趣 

右
の
勘
定
奉
行
の
「
申
出
」
を
御
用
部
屋
で
書

き
取
っ
た
。
司
農 

農
を
司
る
、
す
な
わ
ち
勘
定
奉
行
。

⑤
善
妙
寺 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。
御
坊
市
島
。
晴
雨 

晴
雨
に
か

か
わ
ら
ず
。
四
七
日「
四し

七な
ぬ

日か

」か
。
七
日
間
が
四
回
。
二
十
八
日
。

在
来 

今
ま
で
普
通
に
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
通
り
。
法
物 

宝

物
。
豊
年
手
踊 

豊
年
を
祝
う
手
踊
り
。
巳
八
月 

安
政
四
年
。

⑥
寺
社
司
…
談
出 

寺
社
奉
行
（「
寺
社
司
」）
が
見
解
を
述
べ
る
。

左
の
「
背
張
」
に
あ
る
「
書
面
談
」
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
寺
社

か
ら
の
願
い
を
寺
社
奉
行
が
書
面
で
御
用
部
屋
へ
提
出
し
た
際

に
、
そ
こ
に
日
数
の
件
を
付
帯
意
見
と
し
て
添
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
背
張 

寺
社
奉
行
が
提
出
し
た
書
面
の
「
背
」（
裏
）
に

付
け
た
貼
り
紙
の
こ
と
か
。
承
認
に
当
た
っ
て
の
条
件
を
「
背

張
」
に
記
し
た
上
で
、書
面
は
寺
社
奉
行
に
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

申
聞 
言
い
聞
か
せ
る
の
謙
譲
語
。
書
面
談
…
済
せ
候
様
「
背
張
」

に
記
し
た
内
容
。「
書
面
談
」
は
右
の
「
寺
社
司
談
出
」
の
こ
と
。
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【
寺
社
三
】

〔
釈
文
〕

⑦　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
司
出
ス

近
年
、
持
病
之　
　
　
　
　
　

養
珠
寺

疝
癪
強
差
起
り
難
儀
仕
候
間
、
相
州

箱
根
湯
治
仕
候
ハ
ヽ
可
然
旨
医
師
申
候
付
、

五
廻
り
程
養
生
仕
度
且
当
年
祖
父

五
十
回
忌
正
当
ニ
付
江
戸
谷
中
龍
泉
寺
江

廟
参
も
仕
度
、
⑧
来
三
月
上
旬
出
立
、
道
中

上
下
共
日
数
八
十
五
日
之
御
暇
奉
願
候
、

公
用
向
者
報
恩
寺
相
勤
、
其
外

御
名
代
・
御
案
内
者
末
寺
演
光
寺
江
為

相
勤
可
申
、
尤
山
内
諸
事
取
締
之
儀
ハ

同
寺
江
申
付
候
間
宜
御
取
扱
被
成
下
候
様

　
　

正
月

⑨　
　

寺
社
司
出
ス

　
　
　
　

伊
太
祈
曽
社
神
主

当
時
流
行
之　
　
　
　

奥
数
馬

〔
読
み
下
し
文
〕

⑦　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
司
出
だ
す

近
年
、
持
病
之の　
　
　
　
　
　
　

養よ
う
し
ゅ珠

寺じ

疝せ
ん

癪し
ゃ
く

強
く
差
し
起
り
難
儀
仕
り
候
間
、
相そ

う

州
し
ゅ
う

箱
根
湯と

う

治じ

仕
り
候
は
ば（
ハ
ヽ
）然
る
可
き
旨
医
師
申
し
候
に
付
き
、

五
廻
り
程
養
生
仕
り
度
く
且か

つ

当
年
祖
父

五
十
回
忌
正し

ょ
う

当と
う

に
付
き
江
戸
谷や

中な
か

龍
泉
寺
へ

廟び
ょ
う

参さ
ん

も
仕
り
度
く
、
⑧
来
る
三
月
上
旬
出し
ゅ
っ

立た
つ

、
道
中

上の
ぼ
り

下く
だ
り

共
日
数
八
十
五
日
之の

御お

暇い
と
ま

願
い
奉
り
候
、

公
用
向
は
報
恩
寺
相
勤
め
、
其そ

の

外

御ご

名み
ょ
う

代だ
い

・
御
案
内
は
末
寺
演
光
寺
へ

相
勤
め
さ
せ
（
為さ

せ
二
相
勤
一
）
申
す
可
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尤
も
っ
と
も

山
内
諸
事
取
り
締
り
之
儀
は

同
寺
へ
申
し
付
け
候
間

　
　
　

宜
し
く
御
取
り
扱
い
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二
成な（
し
）

  

下く
だ（
さ
）

一
）
候
様

　
　

正
月

⑨　
　
　
　
　
　

寺
社
司
出
だ
す
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⑧

⑦
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⑨
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⑩
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悪
病
為
消
失
於
当
社
当
月

廿
八
日
氏
下
之
者
為
願
解
・
駈
馬

興
行
願

　

八
月　

聞
届
済
ス
、
廿
五
日

⑩　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
司
出
ス

表
門
前
両
側　
　
　
　
　
　
　

海
善
寺

土
塀
及
大
破
候
付
、
先
年
之
跡
形
も
有
之
、

筋
塀
ニ
再
建
願

　
　

八
月　

聞
届
済
ス　

廿
九
日

〔
文
意
例
〕

⑦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
が
提
出

近
年
、
持
病
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
珠
寺

疝
癪
が
強
く
起
り
難
儀
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
相
州

箱
根
で
湯
治
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
医
師
が
申
す
の
で
、

五
廻
り
（
三
十
五
日
）
程
療
養
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
今
年
は
祖
父
の

　
　
　
　
　
　
　
　

伊い

だ

き

そ

太
祈
曽
社し
ゃ

神
主

当
時
流
行
之　
　
　
　
　
　
　
　

奥
数か
ず

馬ま

悪
病
消
失
の
為
、
当
社
に
於
い
て
当
月

廿
八
日
氏
下
之
者
願
い
の
為
解
き
・
駈
け
馬

興
行
願
い

　
　

八
月　

聞
き
届
け
済
す
、
廿

に
じ
ゅ
う

五
日

⑩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
司
出
だ
す

表
門
前
両
側　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
善
寺

土ど

塀べ
い

大
破
に
及
び（
及
二
大
破
一
）候
に
付
き
、先
年
之の

跡
形
も
之こ
れ

有
り
、

筋す
じ

塀べ
い

に
再
建
願
い

　
　

八
月　

聞
き
届
け
済
す　

廿
九
日
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五
十
回
忌
に
ち
ょ
う
ど
な
り
ま
す
の
で
、
江
戸
谷
中
龍
泉
寺
へ

墓
参
も
致
し
た
く
、
⑧
来
る
三
月
上
旬
に
出
立
、
道
中

行
き
・
帰
り
共
日
数
八
十
五
日
の
御
暇
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

藩
の
公
用
関
係
は
報
恩
寺
が
勤
め
ま
す
。
そ
の
外

御
名
代
・
御
案
内
に
つ
い
て
は
末
寺
演
光
寺
に

勤
め
さ
せ
ま
す
。
も
っ
と
も
寺
内
の
諸
事
経
営
・
管
理
に
つ
い
て
は

演
光
寺
へ
申
し
付
け
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
取
り
扱
い
下
さ
い
ま
す
様
。

　
　

正
月

⑨　
　
　
　
　
　

寺
社
奉
行
が
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
太
祈
曽
社
神
主

今
は
や
っ
て
い
る　
　
　
　
　
　

奥
数
馬

悪
病
消
失
の
た
め
、
当
社
に
お
い
て
今
月

二
十
八
日
、
氏
子
の
祈
願
の
た
め
解
き
馬
・
駈
け
馬

興
行
の
願
い
。

　
　

八
月　

承
認
済
み　

二
十
五
日

⑩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
社
司
が
提
出

表
門
前
両
側
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
善
寺
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土
塀
が
大
破
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
先
年
に
利
用
し
た
雛
形
も
有
る
こ
と
で
す
か
ら
、

格
式
の
高
い
筋
塀
へ
の
再
建
願
い
。

　
　

八
月　

承
認
済
み　

二
十
九
日

〔
語
意
・
語
法
〕

⑦
養
珠
寺 

日
蓮
宗
。
海
士
郡
和
歌
村
（
和
歌
山
市
和
歌
浦
中
）。

疝
癪 

胸
・
腹
・
腰
な
ど
が
急
に
激
し
く
痛
む
病
気
。
差
起
り
「
差
」

は
接
頭
辞
。
特
に
意
味
は
な
い
。
難
儀
仕
「
仕
」
は
「
す
る
」
の

て
い
ね
い
語
。
相
州 

相さ
が
み模
国の
く
に。
湯
治 
温
泉
療
法
。
そ
れ
ぞ
れ
の

温
泉
ご
と
に
効
能
が
異
な
る
。
日
本
近
世
医
学
（
東
洋
医
学
）
の

考
え
方
で
、
そ
の
温
泉
に
含
ま
れ
る
物
質
の
効
能
に
よ
っ
て
治
癒

力
を
高
め
よ
う
と
す
る
療
法
。
可
然 

ふ
さ
わ
し
い
。
五
廻
り 

七

日
を
一
単
位
と
す
る
仏
教
の
考
え
方
で
、そ
の
五
倍
。
三
十
五
日
。

養
生 

療
養
。
正
当 

ち
ょ
う
ど
当
た
る
こ
と
。
谷
中 

東
京
都
台
東

区
。
廟
参 

墓
参
。「
廟
」
の
「
朝
」
の
左
側
は
難
解
。

⑧
上
下 

街
道
を
往
復
す
る
こ
と
。
御
暇 

藩
役
務
の
免
除
。
奉
願

「
奉
」
は
謙
譲
語
。
公
用
向 

こ
こ
で
は
藩
の
「
公
用
」
か
。「
向
」

は
あ
る
方
面
に
関
わ
る
こ
と
。
報
恩
寺 

日
蓮
宗
。
和
歌
山
吹
上

（
和
歌
山
市
真
砂
丁
）。名
代
・
案
内 

寺
内
と
訪
問
先
で
の
法
事
か
。

為
相
勤
可
申 

勤
め
さ
せ
ま
す
。「
為
」
は
使
役
。「
可
」
は
話
者

の
意
志
。「
申
」
は
補
助
動
詞
、
上
の
動
詞
（「
為
相
勤
」）
を
て

い
ね
い
に
表
現
す
る
。
取
締 

寺
内
経
営
・
管
理
。
被
成
下 

し
て

下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。「
被
」
は
敬
語
。
正
月 

安
政
六
年
。

⑨
伊
太
祈
曽
社 

名
草
郡
伊
太
祁
曽
村
（
和
歌
山
市
伊
太
祈
曽
）。

当
時 

現
在
。
氏
下
「
う
じ
の
し
も
」
か
。
氏
子
。
解
・
駈
馬 

解

き
馬
、
駈
け
馬
。
綱
を
解
い
た
馬
と
速
く
走
る
馬
。
神
を
覚
醒
さ

せ
る
の
か
。
八
月 

安
政
六
年
。

⑩
海
善
寺 

西
山
浄
土
宗
。
和
歌
山
道
場
町ま
ち（
和
歌
山
市
道
場
町
）。

跡
形 

字
義
か
ら
は
「
痕
跡
」。「
先
年
之
」
だ
か
ら
、
前
回
造
っ

た
際
の
雛
形
・
原
型
の
類
か
。筋
塀 

白
い
横
線
の
入
っ
た
築つ

い

地じ

塀
。

格
式
の
高
い
寺
院
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
八
月 

安
政
六
年
。



古
文
書
徹
底
解
釈
　紀
州
の
歴
史

　第
二
集

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集

発
行

印
刷

和
歌
山
県
立
文
書
館

和

歌

山

県

株
式
会
社 

ウ 

イ 

ン 

グ

〈
利
用
案
内
〉

所
在
地

　
　
〒
六
四一―
〇
〇
五一　
和
歌
山
市
西
高
松
一―
七
―
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
３
―
４
３
６
―
９
５
４
０
）

開
館
時
間

　
　
火
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
　
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

　
　
月
曜
日（
そ
の
日
が
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る
と
き
は
、そ
の
後
の
平
日
）

　
　
年
末
年
始
　
　
　
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

館
内
整
理
日

　
　
１
月
　
　
　
　
　
４
日（
そ
の
日
が
月
曜
日
の
と
き
は
５
日
）

　
　
２
月
〜
12
月
　
　
第
２
木
曜
日（
そ
の
日
が
祝
日
と
重
な
る
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
翌
日
）

　
　
特
別
整
理
期
間
　
10
日
間（
年
１
回
）

交
通

　
　
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅・南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
よ
り
バ
ス
で
約
20
分

　
　
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

南海
本線

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー

国
体
道
路

中
央
通（
国
道
42
号
）

市役所

県庁 和歌山城

至天王寺

車庫前
バス停

高松
バス停

至和歌浦 至海南

JR
紀
勢
本
線

Ｎ

和歌
山市
駅

和
歌
山
駅

紀ノ
川

和歌山県立文書館

けやき通り

紀ノ川大橋




